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甲
州
市
は
、
本
年
１１
月
１
日
で

市
制
施
行
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
甲
州
市
出

身
者
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
が
賛
同
し
、
平
成
2
7年

フ
月
１７
日
に
「
首
都
圏
甲
州
市
県

人
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た

首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
の
設

立
総
会
に
は
、
本
市
の
出
身

者
に
加
え
、
ゆ
か
り
の
深
い

方
々
、
甲
州
市
か
ら
も
行
政

や
商
工
、
観
光
な
ど
の
各
種

団
体
な
ど
約
8
0人
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
た

山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長
代

行
の
中
村
忠
正
さ
ん
（
東
京

都
在
住
・
勝
沼
町
出
身
）
は
、

「
甲
州
市
民
と
首
都
圏
在
住
者

が
、
ふ
る
さ
と
の
成
長
と
発

展
を
願
い
、
と
も
に
手
を
た

ず
さ
え
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
設
立
総
会
に
お
い

て
、
県
人
会
の

役
員
構
成
、

事
業
計
画
な
ど
の
各
案
件
を

承
諾
し
ま
し
た
。

◆
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
役
員

会
　

長
　
中
村
忠
正
さ
ん

首都圏在住の皆様が呼びかける
本市の成長に向けた新スタイル誕生

副
会
長
　
松
橋
勝
美
さ
ん

市
商
工
会
会
長

副
会
長
　
保
坂
一
久
さ
ん

市
観
光
協
会
会
長

※
そ
の
ほ
か
、
首
都
圏
側
と
甲

州
市
側
そ
れ
ぞ
れ
に
理
事
等

の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

てＬ

東
京
都
・
勝
沼
出
身

副
会
長
　

吉
原
和
夫
さ
ん

東
京
都
・
勝
沼
出
身

副
会
長
　

深
潭
朝
房
さ
ん

東
京
都
・
塩
山
出
身

設

立

総

会

後

、

互

い

の

交

流

と

親

睦

を

深

め

る

た

め

に

懇

親

会

が

開

か

れ
、

甲

州

市

か

ら

は

夫

婦

太

神

楽

か

が

み

も

ち

、

和

太

鼓

・

篠

笛

奏

者

の

守

山

芳

憲

さ

ん

、

首

都

圏

側

か

ら

は

、

勝

沼

町

出

身

の

向

山

一
夫

さ

ん

の

バ

ン

ド
「
フ

ォ

ー

ク

ド

リ

ー

マ

ー

ズ

」

が

ス

テ

ー

ジ

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

披

露

し

、

首

都

圏

甲

州

市

県

人

会

発

足

の

門

出

を

お

祝

い
し

ま
し

た

。

ま

た

、

会

場

で

は

、

ふ

る

さ

と

を

思

い

描

く

出

身

者

と

市

民

の

皆

様

方

と

が

、

思

い

出

話

し

を

楽

し

み

、

本

会

の

最

後

に

は

、

甲

州

市

の

更

な

る

成

長

と

発

展

に

心

を

込

め

会

場

の

皆

様

方

と

い

っ

し

よ

「
ふ

る

さ

と
」
を

合
唱

す

る

な
ど

、

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会

は
、
随
時
会
員
を
募
集
す
る
と
同

時
に
、
ふ
る
さ
と
甲
州
市
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平成27 年８
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“ふるさと甲州市”の想いを語る中村忠正会長（左上）、

同郷の仲間で甲州市を盛り上げまし ょうと挨拶する田

辺市長（左中）、設立総会には約８０名の皆様が出席（左

下）、発足を祝い甲州ワインで乾杯（右上）、懇親会で

ステージパフ ォーマンスを披露する「フォークドリー

マーズ」と夫婦太神楽「かがみもち」（右下）
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甲州市では、今年で開設40 年を迎える「甲州

市勝沼ぶどうの丘」の管理運営について、先月

号の広報から特集で、市民の皆様にお知らせを

しています。２回目となる今月号の広報では、

施設の管理運営に向け、考えられる新たな手法

と、それそれの比較をお知らせします。

勝沼ぶどうの丘の管理運営の検討等に関する経緯　　　　　　　　　　 順

市では、勝沼ぶどうの丘における施設の管理

運営について、下記の経緯以前から、指定管

理者制度や経営改善による直営の継続も含め

て効果的な手法の検討を進めてきました。

国 。閣議濃･｡　　　　　　　　　　 ’･･ill.･　

国が示した新成長戦略として、ＰＦＩ制度の

拡充による公共施設運営の民間開放が閣議決

定されました○　　　　　” ’

眼淵ｉ 両 両聯 帯委員l 胴Ｓ 匯籤宙　 徊 福.i　

勝沼ぶどうの丘改革委員会から、「新会社によ

るコンセッション方式（公共施設等運営事業

方式）に移行することが最良の選択」と答申

がされました。
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じ
ず
卜二
≒
　
　
二
十
石
二
二
Ｔ

ご：
圭

公

共

施

設

の

管

理

運

営

に

お

け

る

制

度

を

比

較

二
卜⊃
Ｅ・｛一一

ま

ず

は

、

現

在

の

勝

沼

ぶ

ど

う

の

丘

が

行

っ

て

い

る
公

営

企

業

に

よ

る

管
理

運

営

で

す

。

公

営

企

業

と

は

、

自

ら

が

得

た

収

入

で

事

業

に

必

要

な

費

用

を

ま

か

な

う

こ

と
が

原

則

で
す

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

人

件

費

や

電

気

料

な

ど

の

経

常

的

な

管

理

運

営

に

必

要

と

な

る
費

用

は

も

ち

ろ

ん

、

施

設

の

老

朽

化

対

策

や

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

な

ど

に

必

要

と

な

る

費

用

は

、

自

ら

が

得

た

収

入

の

中

で

行

わ

な

け

れ

ば

な

り

ま
せ

ん

。

こ

の

費

用

を

ど

う

す

る

か

が

、

ﾚ公営企業と民 間連携 二゙…………　 － ゜| ］詔 習1, 昆 欝
。卜Ila

・|

二Ａ）直営（公営企業）の場合・ ．　　　　 二

∧ ○すべての事業経営に直接関与できるため、市

／　 の施策が反映される。

／○地域との共存共栄が図リやすく、市営の施設

⊃　であることから、市民に安心感を与えられる。

二〇比較的安価な料金で施設の利用ができる。

ぶ
ど
う
の
丘
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
先
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
独
立
採

算
が
原
則
的
で
あ
る
地
方
公
営
企

業
の
悪
化
が
続
く
と
、
一
般
会
計

な
ど
か
ら
の
財
源
投
入
、
い
わ
ば

市
民
福
祉
の
低
下
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
甲
州
市
に
お
い
て
も
多

く
の
施
設
に
導
入
さ
れ
て
い
る
指

定
管
理
者
制
度
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
施
設

の
管
理
運
営
は
議
会
の
議
決
を
得

て
承
認
さ
れ
た
民
間
事
業
者
な
ど

の
指
定
管
理
者
が
行
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
新
た
な
施
設
の
整

Ｂ） 民 間 事 業 者 と 連 携 し た 場 合 ・ ・

※手法によって適用内容が異なります。

＼……○双方 の合 意によ って は、営業 で得 た利 益のー

民間事業者

……　部を市に納入させることができる

プ○施設の管理運営に必要な資金は、

ｿﾞI　等が負担することも可能となる。

::○民間事業者のノウハウを活かした接客サービ

∧　スの向上、事業コストの効率化が期待できる。

備
や
改
修
、
一
定
規
模
以
上
の
修

繕
な
ど
は
、
市
（
行
政
）
の
責
任

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
が
法
人
（
第
三
セ
ク

タ
ー
）
を
設
立
し
、
指
定
管
理
者

と
し
て
施
設
の
管
理
運
営
を
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
方
法
で
も
施
設
は
市
の
所

有
物
で
あ
る
た
め
、
整
備
や
改
修

に
つ
い
て
は
、
市
の
責
任
に
お
い

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
市
が
第
三
セ
ク
タ
ー
を

設
立
す
る
に
は
、
必
要
な
資
金
を

出
資
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
時
的

に
大
き
な
費
用
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
費
用
も
想
定
以
上

の
市
民
負
担
と
し
て
生
じ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
が
導
入
を
検
討

し
て
き
た
公
共
施
設
等
運
営
事
業

方
式
や
、
す
べ
て
の
施
設
を
民
間

に
譲
渡
す
る
完
全
民
営
化
な
ど
も

方
法
と
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
を

守
り
育
て
る
た
め
に
幾
多
の
手
法

の
導
入
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
今
以
上
に
進
展
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

市
で
は
、
課
題
を
先
送
り
す
る

の
で
は
な
く
、
引
き
続
き
、
幾
多

の
方
式
の
調
査
研
究
や
経
営
改
善

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市では、勝沼ぶどうの丘における施設の管理運営を、いくつかの制度を用いて研究及び検

討を重ねてきました。下記の表は、各制度を活用した場合における「所有者」「実施主体」

を表しています。※この表は一般的な比較であ０、条件によっては異なる場合もあ０ます。

区分 ��公的関与の度合い �施設所有者 �

‥ ダ　　実 施 主 体

����管理運営� 施設整備

直営（公営企業）方式 ��高い

低い �

市 � 市 � 市

指定管理者

制度 �

市出資法人の

設立 ��
市 �

指定管理者(

出資法人) �
市

�民間事業者等 ���　
指定管理者(

民間事業者等)

ＰＦＩ法に基づく

公共施設等運営事業方式 ���
市 �民間事業者 �民間事業者

完全民営化 ���民間事業者 �民間事業者 �民間事業者

◆お問い合わせ先　政策秘書課　政策調整担当　 昔３２ － 5064

k

報こうしゅう
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今
年
の
ぶ
ど
う
ま
つ
り
は
、
１０
月
３
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
ま
つ
り
の
気
運
を
高
め
、
住
民
参
加
の
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
、
『
護
摩

木
積
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
『
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
』
『
出
店
希
望
者
』
『
聖
火
隊
本
隊
先

導
ラ
ン
ナ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

○
護
摩
木
積
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
鳥
居
焼
　

②
カ
ラ
オ
ケ
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

き
の
準
備
で
、
柏
尾
山
の
南
斜
面
に
護
摩
木
　

○
出
店
希
望
者

を
積
み
上
げ
る
作
業
で
す
。
小
学
校
高
学
年
　
　

会
場
内
の
お
ま
つ
リ
広
場
へ
、
地
域
の
特
産

の
方
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
軍
手
及
び
簡
単
　

品
、
特
産
物
を
原
料
に
し
た
加
工
品
な
ど
の
販

な
朝
食
を
用
意
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
等
の
出
店
を
希
望
す
る
市
内
で
活
動
、
営
業

【
実
施
日
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
る
団
体
及
び
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

９
月
2
0日
（
日
）
※
小
雨
決
行
　
　
　
　
　
　

【
実
施
日
】

午
前
フ
時
3
0分
～
午
前
１０
時
頃
　
　
　
　
　
　
　

１０
月
３
日
（
土
）
※
ま
つ
り
当
日

【
予
備
日
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
注
意
事
項
】

９
月
2
7日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
出
店
料
と
し
て
２
０
。
０
０
０
円
を
い
た

午
前
フ
時
3
0分
～
午
前
１０
時
頃
　
　
　
　
　
　
　

だ
き
ま
す
。

※
終
了
時
間
は
参
加
者
の
人
数
に
よ
り
前
後
　

②
テ
ン
ト

〒

張
）・
机
（
２
台
）・
イ
ス
（
４
脚
）

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
用
意
し
ま
す
が
、
燃
料
・
電
源
・
必
要
な

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
者
　
　
　
　
　
　

備
品
等
は
出
店
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
（
団
体
）
　

③
「
出
店
申
請
書
」
の
提
出
を
要
し
ま
す
。

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ク
ル

ー
ク
ラ
ブ
等
で
日
　
　

申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
、
ス
テ
ー
　
　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
も
し
く

ジ
に
出
演
し
て
み
た
い
方
（
団
体
）
を
募
集
　
　

は
観
光
交
流
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

【
実
施
日
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１０
月
３
日
（
土
）
※
ま
つ
リ
当
日
　
　
　
　
　

⑤
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ

「
注
意
事
項
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
団
体
及
び
個
人
の
出
店
は
お
断
り
さ
せ

①
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で
　
　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
聖
火
隊
本
隊
先
導
ラ
ン
ナ
ー

中
央
公
園
広
場
か
ら
、
柏
尾
山
の
鳥
居
焼

き
ま
で
聖
火
隊
本
隊
を
先
導
し
て
い
た
だ
く

ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

１０
月
３
日
（
土
）
※
ま
つ
リ
当
日

【
注
意
事
項
】

銅b

l
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①
募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
は
１９

歳
以

上
と
し
ま
す
。

②
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

全
募
集
の
申
し
込
み
期
限
を
８
月
剥一
日

（
金
）
と
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
0
8
5

‐
１

甲
州
市
役
所
観
光
交
流
課
内

第
6
2回
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
リ

実
行
委
員
会
事
務
局

旦

‐
1
0
0
0

甲州フルーツマラソン大会実行委員会では、大会当日のメイ

ン会場への出店を募集しています。

・ 日　　 時　１０月１８日（日） 午前フ時３０分～午後４時

■注意事項

①出店料は４０，０００円とします。ただし、市内の者（団体）

に関しては、２０，０００円とします。

②テント（１張）、机（２脚）、イス（３脚）は用意します。

※電源は各自ご用意ください。

③出店申請書等の提出を要します。申請書等は甲州市ホームペー

ジからダウンロード、または、観光交流課にございます。

④希望者多数の場合は、抽選により決定させていただきます。

⑤イベントにふさわしくないと思われる団体及び個人の出店は

お断りさせていただきます。

■お申し込み期間　８月３日（月）～８月２１日（金）

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州フルーツマラソン大会実行委員会事務局（観光交流課内）

容３２－５０００　ＦＡＸ３２－5174

甲州フルーツマラソン大会公式ホームページ

http://ｗｗｗ.koshｕ-frｕit-ｍａrａtｈｏｎ･Jp/

甲州市ホームページ

http://ｗｗｗ.city,koshｕ,yａｍａｎａshi.Jp/

1,11d平成27 年８



・ 試験職種・試験区分・受験資格（年齢、資格・免許要件）・採用予定人数

試 験 職 種

〔一般行政職〕 �
試　験　区　分 � 年　齢　要　件 � 資　格　　　 免　許　要　件 �

採用予

定人数

一 般 事 務

〔一 般行政事 務に

従事し ます〕 �

行　政　職 �
昭和31 年4月2日

以 降に生まれた方 �

弁 護士・司法書士 ・行政書土の何れかの１つの資格を持ち民間

企業等（民間企 業の従業員、自 営業者等）で 職務経験を 平成

２ ７年３月３１日 現在で５年以 上有する方で民間企業 等で培わ

れた知識や経験を市政 に活かそうという意欲があり、広い視野

と柔軟な発想力を持った方 �

１名程度

�身体障害者 �
昭和31 年4月2 日

以 降に生まれた方 �

民 間企業等（民間企業の従業員、自営業者等）で職務経験を平

成２フ年８月３１日 現在で５年以上 有する方で民間企業等で培

われた知識や経験を市政 に活かそうという意欲があり、広い視

野と柔軟な発想力を持った方

次の全ての要件を満たす方

・自力 によ る通勤 ができ、かつ、介護者なし に職務の遂行が可

能な方

・身 体障害者手帳の交付を受けている方

・活字印刷文による出題に対応できる方 �

１名程度

資格・免許職等C

試験区 分ご との

専 門業 務 及 び一

般 行 政 事 務 に 従

事し ます〕 �

土　木　職 �
昭和31 年4 月2日

以降に生まれた方 �

４ 年生大学や短期大学等で土木に関する専門課程を 卒業後、同

一勤務先で連続した土木（土木工事の計画、設計、施行管理）

に関する職務を民間企業等（民間企業の従業員、自営業者等）

で職務経験を平 成２７年３月３１日 現在で５年以上有する方 �

１名程度

�保　健　師 �
昭和31 年4 月2日

以降に生まれた方 �

民間企業で職務経験を平 成２７年３月３１日現在で５年以上有

する方でｲ呆健師免許を有する方 �
１名程度

・ 住所要件【各試験職種共通事項】

甲州市内在住者又は採用時に甲州市内に在住（住民登録）することが望ましい。

■試験の科目

職　 種 � 区　 分 � 試　験　 科　目 � 区　 分 � 試　 験　科　目

一般行政職(

一般事務職、資格・

免許職) �

第１次

試　験 �
・書類選考 �

第２次

試 験 �

・小論文（作文）

り固別面接

・ 受験申込書の配布（請求）及び受付場所 【問い合わせ先】

※甲州市役所　総務課人事担当 （２階１１番窓口）

〒４０４－8501 甲州市塩山上於曽1085 番地１

昔0553 －３２－2111 （内２２５・２２６）

※郵便で受験申込書を請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求（民間企業等職務経験者）」と

朱書きし、１４０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。

■申込書配布開始日：８月３日（月）から　＊土・日は除く

■受付期間｛窓口持参｝

＊８月１７日（月）～８月３１日（月）：（総務課窓口へ持参してください。）

＊午前８時３０分～午後５時１５分　＊土・日は除く

■試験日・会場

※第１次試験（書類選考）

合否発表は９月上旬に受験者宛に文書で通知します。

※第２次試験

詳細は、第１次試験合格者に通知します。

こうしゅう

につい

最終合格者は

平成２７年１０月１日から

採用する予定です。
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高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
市
で

は
年
に
一
度
の
健
診
受
診
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
５
月
に
実
施
し
ま
し
た
甲
州
市
健

康
診
断
希
望
調
査
で
「
総
合
健
診
で
受
診
す

る
」
と
回
答
さ
れ
た
方
に
は
、
８
月
中
に
総

合
健
診
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
だ
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お
ら
ず
、
受

診
希
望
の
方
は
、
事
前
の
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

健
康
増
進
課
　

健
康
企
画
・
医
療
担
当
（
容

3
2－
5
0
1
4

）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

」
持
ち
物

・
総
合
健
診
受
診
票

※
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
当
日
の
項
目
変
更
も
可
能
で
す
。）

・
健
康
保
険
証

・
特
定
健
診
受
診
券
一
甲
州
市
国
民
健
康
保

険
で
4
0歳
か
ら
7
4歳
の
方

（
社
会
保
険
扶
養
の
方
も
特
定
健
診
受
診
券

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
健
康
保
険
証
の
発

行

几
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

・
自
己
負
担
金

■
総
合
健
診
受
診
時
の
注
意
事
項

・
前
日
の
夕
食
は
午
後
９
時
ま
で
に
す
ま
せ
、

当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
特

に
胃
が
ん
、
腹
部
超
音
波
検
診
は
当
日
に

飲
食
し
て
い
る
と
検
査
で
き
ま
せ
ん
。）

・
高
血
圧
や
心
臓
病
の
薬
を
継
続
し
て
服
用

し
て
い
る
方
は
、
少
な
め
の
水
（
コ

ッ
プ

ー
杯
以
下
）
で
服
用
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
糖
尿
病
の
薬
を
内
服
中
（
注
射
含
む
）
の

方
は
検
査
当
日
の
服
用
に
つ
い
て
、
必
ず

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
糖
尿
病
の
薬
を
空
腹
で
服
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

・
特
定
健
診
に
尿
検
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、

出
か
け
る
前
に
排
尿
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
事
前
に
尿
を
採
取
し
て
い
た
だ
く
場
合

は
、
か
ま
い
ま
せ
ん
。
）

○ 託 児 コ ー ナ ー が あ り ま す 四 前ｆ 約が必要でナ。

■健 診 日　　９／１６（水）、１０／２４（土）、１１／９（月）

・ 託児場所　　９／１６（水）と１１／９（月）は勝沼市民会館、

１ ０／ ２ ４ （土）は勝沼支所２階（地域子育て支援施設）となります。

午前９時　～　健診終了まで

※託児時間は、健診受付時間とあわせてご相談させていただきます。

■託児時間

5014

■定　　員　　各日１５名（定員になり次第締め切り）

■申込期間　　８／２０（木）～　総合健診対象日前日まで

◆お申し込み先　健康増進課　健康企画・医療担当　昔３２

平成2ｱ年8月jd11



◆ 健 康 診 断 内 容 ◆ （※対象年齢は、平成28 年３月31 日時点の年齢です。）

■基本（特定）健康診査内容：身体計測、血圧、血液検査、尿検査、医師の診察等

●２０～３９歳の方 【基本健康診査】

健康保険の種類 � 受診の際の注意点 � 自己負担金

甲州市国民健康保険 �「国民健康保険証」をお持ちください。 � 無料

市国保以外の医療保険 �職場等で受診の機会がない方 � １，０００円

●４０～７４歳の方 【特定 健康診査】

健康保険の種類 �� 受診の際の注意点 � 自己負担金

甲州市国民健康保険 ��｢国民健康保険証｣と｢特定健診受診券｣をお持ちください。� 無料

市
国
保
以
外
の
医
療
保
険 �

加入者本人 �市の健診は受けられません。（お勤め先での健診となります）

�被扶養者 �

医療保険者から「特定健診受診券」を発行された方のみ

対象となります。加入している医療保険によっては受診

できない場合があります。

○医療保険証・特定健診受診券が必要です。

○特定健診受診券等の詳細は、ご加入の医療保険（健康

保険証の発行元）にご確認ください。 �

ご加 入の医 療

保険ご とで 違

います

● ７ ５歳以 上 の 方 【基 本 健 康診 査 】

どなたでも受診できます。（自己負担金は無料）

■ が ん検 診 な ど ※２０歳以上の市民の方が対象です。医療保険は関係ありません。

検診名 � 内　　容　・　注　意　点 � 自己負担金

胃がん検診 �バリウムを飲んで胃や食道をレントゲンで撮影します。 � ６００円

大腸がん検診 �
便潜血検査（便に混じった腸からの出血をしらべます）

自宅で２日間、便をとって後日提出します。 �
２００円

肺がん・結核検診

（ 胸部レントゲン ） �

胸部をレントゲンで撮影します。

肺がんや肺結核、心肥大などをみつけます。 �　　

１００円

６５歳以上は無料

肺がん検診（喀痰） �
痰に含まれるがん細胞をしらべます。対象：原則喫煙し

ている方。３日間、痰をとって後日提出します。 �
４００円

ふくぶちようおんぱ腹 部 超 音 波 検 診 �肝臓、胆のう、豚臓、腎臓などを画像でしらべま
す。 � ５００円

肝炎ウイルス検診(

Ｂ型・Ｃ型肝炎) �

採血でＢ型及びＣ型肝炎ウイルスに感染しているか調べ

ます。対象：今年度中４０歳になる方、あるいは４１～

７４歳で受けたことのない方、輸血歴等があリ検査が必

要と認められる方が対象です。 �

無　料

こつそしようしよう骨 粗 霧 症 検 診 �

腕の骨で骨密度を測定します。

対象：４０，４５，５ ０， ５ ５， ６０，６５，７０歳の女性 （骨

粗穀症内服治療者は除きます｡）

※実施会場が限定されるため、事前予約が必要です。 �

２００円

k

報こうしゅう



・ 健診日程・会場 (受付時間　午前８時30 分～10 時30 分)

日付 �� 対象地区 � 会場 �送迎実施日 �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診 日

8 月 �
２６日(水) �大和 �大和ふるさと会館 � 送迎 �

こつそしようしよう
骨 粗 耘 症 検 診

�２８日(金) �上於曽 �甲州市民文化会館 �- �-

9 月 �

３日（木）�
上於曽

一之瀬高橋・落合 �

甲州市民文化会館 �

一之瀬高橋

／落合のみ �

こつそしようしよう
骨 粗 穎 症 検 診

�４日（金） �
下於曽 ��- �-

�１０日(木) ���- �-

�１１日(金) �上塩後 ／下塩後 ��- �-

�１３日(日) �赤尾 ／下萩原 ��- �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診

�１６日(水) �勝沼 �勝沼市民会館　※託児 �- �
こつそしようしよう
骨 粗 耘 症 検 診

�１７日(木) �東雲 �勝沼市民会館 � 送迎 �-

�２４日(木) �上於曽 �甲州市民文化会館 �- �-

�２５日(金) �松里 �

甲州市塩山ふれあい館 �

送迎 �-

�２８日(月) �上井尻 ／松里 ��送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 穀 症 検 診

�２９日(火) �松里 ��送迎 �-

�３０日(水) �千野 ��送迎 �-

１０月 �

７日（水）�神金 �

甲州市塩山ふれあい館 �

送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診

�８日（木） �玉宮 ��送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 穀 症 検 診

�９日（金） �大藤 ��送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診

�１０日(土) �神金 ／大藤 ��送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 穀 症 検 診

�２１日(水) �奥野田 �
甲州市民文化会館 �

送迎 �-

�２２日休） �奥野田 ��送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診

�２４日(土) �勝沼 ／東雲 �勝沼市民会館　※託児 � 送迎 �
こつそしようしよう
骨 粗 穀 症 検 診

�２６日(月) �祝 �
勝沼市民会館 �

送迎 �-

�２９日(木) �菱山 ��送迎 �-

�３０日(金) �

市内全地区対象日(

ご自身の地区で

受けられない方) �

勝沼市民会館 �- �-

１１月 �

５日（木） ��甲州市民文化会館 �- �-

�６日（金） ��勝沼市民会館 �- �-

�９日（月） ��勝沼市民会館　※託児 �- �
こつそしようしよう
骨 粗 穀 症 検 診

�１１日(水) ��甲州市民文化会館 �- �
こつそしようしよう
骨 粗 霧 症 検 診

�１３日(金) ��勝沼市民会館 �- �-

※結果説明会を開催します。健診を受けた後は、結果をもとに生活習慣の改善や医療機関を受診してい

ただくことが重要です。健診を受診した方へ、ご案内のはがきを郵送しますので、都合をつけてご参加

ください。

◆お問い合わせ先◆　ノト ニ………:　　　△　　　　し　　　　　　　　 八

総合健診に関すること　健康増進課　健康企画・医療担当　　　　　ａ ３２－5014

特定健診および健診結果に関すること　国保年金課　保健事業担当　昔３２－2111 （内１１５）

平成27 年8月jdd111



笏作万万11ﾙ1 で　 ｊ で 回 十爪言言言言尚尚重茫茫言U言 順順U言ﾖ言丿奥胆言副皿服頑饌国言呂謳皿 脳

乳腺専門医と検診車が各地区を巡回する乳がん検診を下記の日程で実施します。

ｊ・ 対象者

ｙ　甲州市に住所を有する２０歳以上の女性。（国保人間ドックを受ける方、すでに医療機関で市乳がん検

ご
診を受けた方は受診できません）

ﾚこ■定員

１回２５名（先着順） ※事前に申し込みが必要です。

Ｊ・ 申込期間

１　　８月２０日（木）～検診日の１０日前まで（定員になり次第締め切ります）

回・ 持ち物

こ:　乳がん検診受診票、自己負担金８００円、クーポン券（対象者のみ）

:］■検査時間

ゾ　午後１時３０分から午後４時まで（１０分ごとの予約制） ※検査時間の指定はできません。

：■検査日・会場

Ｊｊ● ２ ０～ ３ ９歳 の 方　 検査内容：医師の視触診十超音波（エコー）検査

日　　程 � 実　施　場　所

１１月　４日（水） �
塩山西公民館（甲州市民文化会館駐車場西側）

１１月１１日（水）

j:●４０歳以上の方 検査内容：医師の視触診十マンモグラフィー（乳房エックス線）

日　　程 � 実　施　場　所

９月　 ２日（水） �大和公民館

９月　 ８日（火） �
甲州市民文化会館

９月　 ９日（水）

９月 １４日（月） �塩山西公民館（甲州市民文化会館駐車場西側）

９月 １５日（火） �甲州市民文化会館

９月 ２８日（月） �塩山西公民館（甲州市民文化会館駐車場西側）

９月 ３０日（水） �勝沼市民会館

１０月　 ６日（火） �甲州市民文化会館

１０月 １３日（火） �勝沼市民会館

１０月 １９日（月） �甲州市塩山ふれあい館

１０月 ２６日（月） �大藤公民館

１０月 ２７日（火） �神金公民館

１１月　 ２日（月） �奥野田公民館

１１月　 ４日（水） �塩山西公民館（甲州市民文化会館駐車場西側）

１１月　 ９日（月） �勝沼市民会館

１１月 １０日（火） �勝沼市民会館

１１月 １１日（水） �塩山西公民館（甲州市民文化会館駐車場西側）

◆お申し込み・お問い合わせ先◆　　健康増進課　健康企画・医療担当　昔３２－5014

報こうしゅう
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いつも甲州市市民バスをご利用いただきありがとうございます。

さて、甲州市市民バス（デマンドバス含む）につきましては、１０月１日（木）から、普通乗車料金、

フリーパス券及び回数券料金を以下のとおリ改定させていただきます。皆様のご理解とご協力をお願い

いたします。なお、改定日前に購入したフリーパス券につきましては、その券の有効期限まで定時定路

線バス及びデマンドバスでご利用いただけます。

●改定日：平成２７年10 月1日(木)
●普通乗車料金（１回乗車ごとに支払う料金）

９月３０日（水）まで

定時定路線バス � デマンドバス

３００円 � ３００ 円

●フリーパス券料金

９月３０日（水）まで

年齢区分 � １年券 � 半年券

６０歳以上 �3,000 円�1,500 円

６０歳未満 �10,000 円�5,000 円

改定日前に購入したフリーパス券につきまして

は、その券の有効期限まで定時定路線バス及びデ

マンドバスでご利用いただけます。

● 回数 券料金

９月３０日（水）まで

定時定路線バス及び　

デマンドバス共通　　(

１１枚綴り) �

３,０００円

販売場所：市役所各庁舎窓口及びバス車内

対象：希望者全員

改定日前に購入した回数券につきましては、改定日

以後も利用できます。但し、デマンドバス利用時の

差額は返金いたしません。

し
Ｉ

Ｅ

｢＆
「

&

●甲州市 市民バスＩＤａy パス料金〔新規取扱い〕

１０月1 日（木）から

定時定路線バス � デマンドバス

３００円 � ２００円

１０月1 日（木）から

年齢区分 � １年券 � 半年券

７０歳以上 �5,000 円�2,500 円

６０～６９歳 �１０,０００円�5,000 円

５９歳以下 �20,000 円�10,000 円

このフリーパス券でデマンドバスは利用でき

ません。

１０月1 日（木）から

定時定路線バス用　(

１５枚綴り) �3,000
円

デマンドバス用　(

１２枚綴り) �2,000
円

販売場所：市役所各庁舎窓口

対象：甲州市民

定時定路線バス用回数券でもデマンドバスが利用で

きます。但し、差額は返金いたしません。また、デ

マンドバス用回数券１枚十１００円で定時定路線バ

スが利用できます。

定時定路線バス※を１日間何回でも利用できる乗車券|

※甲州市縦断線、勝沼地域ぶどうコース、勝沼地域ワ　
インコース、大菩薩峠登山口線、二本木経由大菩薩の

ｊ

湯線、玉宮線、市民病院線、下柚木線 �

１,０００円

販売場所：各庁舎窓口 、ＪＲ塩山駅及び勝沼ぶどう郷駅の観光案内所

対象：希望者全員

●表示金額は税込価格です。

●フリーパス券の交付は、甲州市民

及び甲州市へ通勤、通学でバスを

利用する方等が対象です。

●甲州市市民バス無料乗車証につき

ましては、改定日以後もこれまで

どおリ利用できます。

●詳しくは市民課市民生活担当まで

お問い合わせください。

平成2ﾌ 年８戸

ｊjd
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【臨 時 福 祉 給 付 金 と は 】

消費税引き上げに伴い、所得の低い方への影響を

考慮し、暫定的・臨時的な措置として支給するもので

す。

・ 支給対象者　平成27 年1 月1日(基準日) において、

市の住民基本台帳に記録されていて、平成27 年度

市民税(均等割) が課税されない方です。

※ただし、課税されている方の扶養親族等や生活保

護受給者の方は対象外です。

■支給額　1 人につき6 千円

■申請書　申請書は、８月下旬頃税に関するお知らせ

とともにお送りする予定です。

■申請方法　申請は必要事項を記入し、必要書類を

添えて郵送、または市役所福祉課へ提出してくださ

い。

※窓口での混乱を避けるため、郵送での申請にご協力

をお願いします。

■申請受付期間　９月１日( 火) ～11 月３０日( 月)

午前8 時30 分～午後５時15 分(土､日､祝日を除く)

■支給方法　ご指定の口座に振り込み

※審査の結果、受給者には支給決定通知書を、受給

者とならなかった場合は不支給決定通知書をお送り

します。

《詐 欺 な ど にご 注 意く だ さ い 》

申請において不明な点があった場合、市役所から問

い合わせを行う場合がありますが、市役所や厚生労働

省などからＡＴＭ(銀行･コンビニなど現金自動支払機)

の操作をお願いすることや、給付のために手数料など

の振込みを求めることは絶対にありません。

申請内容の確認など、市役所から申請者に電話で

お問い合わせする場合は、市役所からの電話連絡の

後に一度電話をお切りいただき、申請者から市役所に

おかけ直しいただくなどの方法をとらせていただくこ

とがあります。市役所を名乗った個人情報の詐取、振

り込め詐欺などを防止するためです。お手数をお掛け

しますが、ご理解ご協力をお願いします。

○マイナンバー制度の詳しい情報

マイナンバー （社会保障・税番号制度）

※内閣官房ホームペ ージ

http:// ｗｗｗ.ｃａs･gｏ･jp/jp/seisak ｕ/ｂａｎｇｏseido/

◆マイナンバー制度のお問い合わせ先

全国共通ナビダイヤル

昔0570 －２０ －0178

◆市役所のお問い合わせ先　　　　ｄ

政策秘書課　政策調整担当　　　 （

昔３２ － 5064

や ラ

鉦こ,虚r?1

k
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【国における広報等】

・厚生労働省ホームページ

ｈｔｔｐ：ｙ ｗ　ｗｗ．　ｍｈｌｗ･　ｇｏ･　Ｊｐ／

・臨時福祉給付金専用ダ旨ヤル

a0570 －０３７ －１９２

運営時間　午前９時～午後６時(土､日､祝日を除く)

◆お問い合わせ先

臨時福祉給付金　福祉課地域福祉担当

ａ３２ －5027

麺幽 幽為舅嫉⇔

○
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生活習慣病と医療費

国保いさいきうイフ通信

｢健診受診は健康と医療費　２つのお得につながります。｣

４ ０ 歳 以 上 の 被 保 険 者 の ２ 人 に １人 が 生 活 習 慣 病 患 者

現在、市国保の被保険者１０，７４６人の内、３ ５． ６％、約３分の１

の方が高血圧や糖尿病などの生活習慣病で受診しています。

また、 受 診率 は 歳を 追 うご と に増 加 し、４ ０ 歳以 上 にな ると、

４ ５． ５％と、約２人に１人が生活習慣病患者ということがわかりました。

増 加 す る 国 保 医 療 費

年 間 総 額 約 ３ ４ 億 ７ 千 万 円　 一 人 当 た り 約 ３ ２ 万 ２ 千 円　

平成２６年度市国保医療費（速報値）は、約３４億フパ ００万円 （前

年度比１．８％増）、被保険者１人当たりに換算すると、３２万１，７７８

円（同比２．６％増）で､いずれも平成２５年度より大きく増加しています。

健診受診は生活習慣病などの病気の予防や早期発見、また、早い段階

で医療受診することにより重症化を未然に防ぎ、結果、医療費増加を抑

えることができます。

国民健康保険は、互いに医療費を負担し合う最も身近な医療保険制度

です。「みんなの国保」のため､適正な受診に一緒に取り組んでいきましよ

つＯ

100 ％

75 ％

50 ％

25 ％

O％

生活習慣病受診者の割合

／ ｙ ／≠ ノン゛

平 成27 年５月の医 療費

医療費全体　　 ２億９，９１５万円

(前年同月比　 十１，４８４万円)

１人当たり医療費　 ２８，３０７円

(前月同月比　　 十２，０７０円)　

[国保連　診療報酬請求額基準]

甲 州 市 国 民 健 康 保 険

『限 度 額 適 用 認 定 証 』『限 度 額 適 用・標 準 負 担 額 減 額 認 定 証 』の 更 新 申 請 を 忘 れ ず に ！

病院や薬局等の窓口に提示すると、ひと月の同じ医療機関での支払いが一定の限度額（課税状況により異

なる）までとなる「限度額適用認定証（非課税の方は限度額適用・標準負担額減額認定証）」の有効期限が平

成２７年７月３ １日（金）までとなっています。引続き必要な方は、市役所窓口で更新の申請をしてくださ

い。申請月の１日から有効な「認定証」を発行します。また新たに「認定証」の交付を希望する方も、随時、

市役所窓口へ申請をしてください。

■対象者　６９歳以下のすべての方と７０歳以上で住民税非課税世帯の方です。

※７０歳以上の課税世帯の方は「高齢受給者証」を医療機関に提示するだけで、自己負担限度額までの支払

いとなるため「認定証」は必要ありません。

※国民健康保険税に未納がある世帯、または末申告の方がいる世帯は、認定できない場合がありますのでご

了承ください。

・ 申請受付開始日　平成２７年８月３日（月）～

■申請に持参するもの

・本人確認のできる書類（運転免許証・写真付住民基本台帳カードなど）

・国民健康保険被保険者証

・印鑑

・別世帯員の方が申請する場合は、本人からの委任状

・住民税非課税世帯の人で、過去１年間の入院期間が９１日以上の人は、申請時に入院期間を確認できる

書類（入院証明や領収書等）

■申請場所　国保年金課　国保・年金担当（本庁舎１階２－１番窓口）

勝沼支所　　 市民福祉担当

大和支所　　 市民福祉担当

◆お問い合わせ先　国保年金課　国保・年金担当　 登３２ － 2111 （内１１３、１１４）

平成27年81ddd
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子育てパパ・ママを

応援します！
ワ 甲 州 市 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー ワ

ファミリーサポートセンターは育児の手助けをしてほしい方と手助けできる方が会員となり

助け合う組織です。

仕事や買い物、保育園の迎えなど 「お父さんやお母さんのピンチヒッター」として一時的に

子どもを預かり子育てを応援しています。

◇ご利用には会員登録が必要となります。

◆申し込み・お問い合わせ先

子育て支援課　　 昔３２ －5081

ファミリーサポートザンダー　昔０８０ 19801083　　

Q

布べこＧ)孕どもの笑顔のだめＣ。
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脱 合゚を く つ
ー ま

水　 は つ みき ①し
の　　｀ま ー゛ 皮 よ
予　 か み 等 一 膚 う
卜 川 雛

も　 水 山 場-
．了

効　 の｀-
一合 ④と

果　 サ が や 足－
．

あ　 イ で　` の ②

る　 ン き 手 脛 口も　 で た の の の

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

一

「
か
く
れ
脱
水
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し

……　　　 χ゙｀;一一ａ 嘴 － ／ 一一一一一、 。厩Ｆ フフ

つ=､こ一
万　　　　 ２ 地 域 醤括 支 援 セ ン ダ エ で す 雌。
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丿 鮮丿
砂 抑
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」 亀 齢 者 は 二「 か く れ 脱 水1
づ
に 注 意 し ま し ょ う

し ご　　　　　 ④　　　　　 ③　　　　　 ②　　 ① や て 全 熱　 中 失 す状 を と 意 時 急
よ家 今 な 果 高 薬 限 を 特 め 卜 い が 程 食 食 水 喉 喉 すい 体中 総 症 わ 態゚い は が 期 な
う 庭 後 り を 血 の す 避 に に イ 細゚ の べ事 分 の の い ま の 症 務 を な 脱に い　` 必 は 気
！ で　` や 持 圧 影 る け 夜 水レ　 く 水 物 量 摂 渇 渇 理 す46 搬 省 引 い 水 近　` 脱 要　’泗

脱さ すつ や 響 る゚ 間分｀　 な 分 か の 取 き き 由 ゜’送 消 き よ 状い 症 水 で 熱 の

!|《1ﾓ2
い も 心　　 た にを 行　 る 摂 ら 低 が を を と 高 ３ 年 防 起 う 態た 状 症

す 中 上７　に　　の 不　　 め 卜 控く　 と 取 も 下 減
鴎 自 し 齢 ％ 齢 庁こ に がめ が の 。症 昇

予 暑　 が 全　　 に イ え 回　 脱 を 一　 少 石 覚 て 者 が17 で し 発 続気 な 一 一 や に
防 い　 あ の　　 水 レ が 数　 水 し 日　 す に し　` が 高 分 報 ま 汗 く づ く 歩 か 脱 体
を 鼻　 り 薬　　 分 ⌒ヽち を　 に て １　　る 七に　 脱 齢 に 告 すが と き 体 手く 水 が
塞

に　　｀で　　 摂 行　 減　 な い Ｏ　　　
く

く　 水 者ｌ じ 止 ｀に が 間 れ症 慣
践 向　 脱 利　　 取く　 ら　 り るO　　X: ヽい　 にと　 て　 ま 水く 普 の 脱 状 れ

し
け　 水 尿　　　を こ　 す　 や がO　　　;dl　　 な な る い　 リ 分い 段 こ

水 に なま でl　と 効　　 制 と　 た　 す食m1　　　しt　　リ つと1る　 熱 を で のと 。_注 い
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の
は
水
分
摂
取
で
す
。

①
水
分
を
多
く
含
む
食
事
を
摂
取
し

て
い
き
ま
し

ょ
う
。
（
例
一
ゼ
ラ

チ
ン
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
な
ど
飲
み

込
み
や
す
い
）

②
食
事
以
外
や
喉
が
渇
く
前
に
意
識

的
に
水
分
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
一
身
近
に
水
分
を
置
く
、
入

浴
や
体
操
前
後
に
摂
取
す
る
、
み

ん
な
と
一
緒
に
水
分
を
摂
る
）

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
暑

い
夏
を
安
全
に
過
ご
し
ま
し
よ
う
！
・

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

昔
3
2‐
5
6
0
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導犬エマちゃん
田辺市長を訪問！

フ月２日、市内でピアカウンセラーを行う石原テル

さんと日本盲導犬協会　日本盲導犬総合センターの山

ロセンター長らが、盲導犬エマちゃんとともに田辺市

長を訪問し、盲導犬への理解がある社会の実現を要望

しました。

また、田辺市長は、アイマスクを着けて盲導犬エマ

ちゃんの先導で歩く体験をし、「盲導犬や使用者に対す

る理解を呼びかけるとともに、障害を持つ人が笑顔で

暮らしやすいまちをつくりたい」と話しました。

会を明るくする運動♪

フ月１日、社会を明るくする運動推進委員会は、法

務省の主唱する「社会を明るくする運動」の強調月間

の一環として、市内小中学校や企業などを訪問し、啓

発活動を行いました。

この運動は、犯罪や非行の防止、更生に理解を深め、

それぞれの立場で協力し合うことで明るい地域を築く

ことを目的としています。また、甲州地区更生保護女

性会は「社会を明るくする運動」の一環として、シジ

ミの貝殻を使った 愛の鈴”を手作りし、市内全ての

新小学１年生２５４人にプレゼントしました。

宅デー奉仕活動！

まちのわたい

６月２５日、塩山建設組合は全国一斉住宅デーに合

わせ、玉宮・松里・井尻地区で一人暮らしの高齢者宅

を訪問し、網戸の張替や簡易な住宅の修理などの奉仕

活動を行いました。日原組合長は「高齢者との会話を

大切にしながら、修繕に取り組みましょう。」と話し、

組合員は訪問先でコミュニケーションをとりながら作

業をしていました。

訪問先では「ｲ|多理してもらえて、とても助かりまし

た。ありがたいです。」と嬉しい声が聞かれました。

わやか講演会

フ月２日、青少年育成甲州市民会議は勝沼市民会館

で「さわやか講演会」を開催しました。これはフ月の「青

少年の非行・被害防止全国強調月間」と「社会を明る

くする運動強調月間」に合わせた講演会で、山梨大学

大学院の川村協平教授を講師に招き、「『幸せになる力』

を育てる自然体験」をテーマに講演しました。野外キャ

ンプなどの自然体験が「困難に耐える力を養うことが

できる」という川村教授の話に参加した約１８０名の

皆さまが熱心に耳を傾けました。

平成27 年8 1dddlS
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笑 顔あふれる
おいしい完熟桃♪

フ月５日から８月２日までの毎週日曜と祝日に、市

とJA フルーツ山梨は市内５箇所の共選所で桃の食べ

歩きキャンペーンを開催しています。

今年も初日から多くの観光客が訪れており、「毎年、

甲州市のおいしい桃を楽しみに来ています♪」「今年

の桃も甘くて美味しいです♪」と果汁したたる桃を笑

顔で味わっていました。

厘 ］州市女性消防隊
全国大会

一 一 一

こ向け訓練

甲州市女性消防隊は今年１０月に開催される第２２

回全国女性消防操法大会に向け、消防ポンプ操法の訓

練をしています。この大会は都道府県代表の女性団員

等が、消防用機械器具の取扱いなどの技術を競うも

のです。甲州市女性消防隊は、平成２５年に発足し現

在は隊長以下１３名で、地域の安心・安全確保のため、

地域と密着した活動をしております。

佐野団長は「今回出場するメンバーとともに、一丸

となって大会に臨みたい。事故なく、一生懸命戦いた

い。」と熱い眼差しで話してくれました。
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地域おこし協力隊員 委嘱!　
楽

全国10 団体に選ばれました！
ア月フ日、市は甲州市農業支援員育成指導員に三枝栄

富さん（深沢）、農業支援員に横浜市出身の平山幹さん、

高橋龍一さんを委嘱しまた。農業支援員制度は、農業後

継者の育成や県外からの移住促進につなげることを目的

に、市内へ移住し農業の習得を希望する若者をサポート

する制度です。委嘱を受けた２人は「いろいろな栽培技

術を習得し、できるだけ早く自立できるように頑張りた

い」とやる気に満ちた表情で話してくれました。

また、新たな甲州市地域おこし協力隊員として青森県

６月１８日、東京都内において、日下部地区少年補

導員連絡協議会は「全国少年補導功労団体表彰」を授

賞しました。同協議会は会員３７名のうち１６名が甲

州市民で構成されており、市内のお祭りでのパトロー

ルをはじめ、ツーロック作戦や防犯活動など地域の安

全を守る運動を行っています。萩原悛比古会長は「こ

れまで、諸先輩方が築き上げてきた活動と想いが授賞

に繋がったと思う。これからも地域の皆さまの安心・

安全な暮らしをサポートできるよう尽力したい。」と

笑顔で話してくれました。
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会

長
　

○
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長
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等
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会

）
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秋
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食
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鶴
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舞
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会
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橘

田
　

悦

子

（
男
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共
同

参
画
推
進
委
員
会
）

田

中
　

千

鶴

（
保

育

所

連
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会

）

佐

藤
　

暁

美

（
保

育
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部
会

）
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田
　

郁

苗

（
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所
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食
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）

相

潭
　

裕
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Ｎ
Ｐ
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会

）
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屋
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マ
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園

）
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Ｊ
Ａ
フ
ル
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）
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巻
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仁
（
－
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
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梨
）

小
川
　

勝
代

（
甲
州
市
商
工
会
女
性
部
）
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先

健
康
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進
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健
康
づ
く
リ
担
当
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‐
7
8
1
2

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

平
成
2
7年
ア
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
次

の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
敬

称
略
）

内
田
　

恵
美
子
（
勝
沼
町
小
佐
手
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　

市
民
生
活
担
当

昔
3
2‐
5
0
6
8

専
門
交
通
指
導
員
（
臨
時
職
員
）
募
集

市
で
は
、
街
頭
で
の
交
通
安
全
指
導
や
保

育
園
・
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
・
自
転

車
教
室
な
ど
を
担
当
す
る
専
門
交
通
指
導
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

募
集
人
数
　

１
人

Ｉ
任
用
期
間
　

任
用
日
～
９
月
3
0日

（
半
年
ご
と
の
更
新
可
）

■
勤
務
所
属
　
市
民
課

一

業
務
内
容
　

通
学
時
間
帯
の
街
頭
交
通
安

全
指
導
や
幼
児
・
児
童
の
交
通
安
全
教
室

な
ど

Ｉ
勤
務
時
間
　

午
前
７
時
3
0分
～
午
後
４
時

巧
分
　
（
休
憩
6
0分
）

」
休
　
　

日
　

毎
週
　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
。

年
末
年
始
休
業
日

■
賃
　

金
　
日
額

６
。
２
０
０
円

賞
与
年
２
回

※
通
勤
手
当
あ
リ

■
そ
の
他
　

有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
経
過
後
、

・一
年
間
で
１０
日
）

■
加
入
保
険

雇
用
、
公
災
、
健
康
、
厚
生
年
金

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
人
事
担
当

昔
3
2‐
2
1
1
1

（
内
２
２
５
）

戸

籍

謄

本

等

を

請

求

の

際

は

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

戸
籍
謄
本
等
を
請
求
で
き
る
方
は
、
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
配
偶
者
ま
た

は
直
系
の
親
族
、
代
理
人
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方
が
請
求
を
さ
れ
る
場
合
、

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
請

求
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
を
提
示
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
戸
籍
謄
本
等
を
ご
請
求

い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
代
理
人
の
方
の
請
求
の
際
に
は
、

委
任
状
（
委
任
内
容
が
不
明
瞭
な
場
合
、
請

求
者
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
内
容
に
不
備
が
な
い
よ
う
ご

記
入
く
だ
さ
い
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
委
任
状
の
専
用
様
式
が
あ
り
ま
す
。
窓
口

や
甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
い
て
、
委
任
状
の
取

得
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
に
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
、
健
康
保
険
証
等
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
提
示
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
等
で
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　

住
民
記
録

こ
戸
籍
担
当

昔
3
2‐
2
1
1
1

（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

印

鑑

証

明

の

登

録

・
取

得

時

は

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
に
は
、
事

前
に
印
鑑
の
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
方
は
、
甲
州
市
に
住
民
登
録

し
て
い
る
巧
歳
以
上
の
方
（
成
年
被
後
見
人

を
除
く
）
で
す
。

印
鑑
登
録
の
手
続
き
は
、
官
公
署
発
行
の

写
真
付

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）
を
本
人
が
持
参
し
て
申
請
し
た

場
合
、
印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
本
人
申
請
及
び
代
理
人
申
請

の
場
合
は
、
郵
送
に
よ
る
照
会
書
が
必
要
と

な
り
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
登
録
者
の

本
人
自
署
に
よ
る
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
（
条
件
に
よ
り
保
証
人
を
立
て
る
事
で
即

日
交
付
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
を
受
け

る
に
は
、
印
鑑
登
録
時
に
交
付
さ
れ
た
「
印

鑑
登
録
証
」
が
必
要
で
す
。
代
理
人
が
証
明

書
を
請
求
す
る
場
合
に
も
、
登
録
者
本
人
の

「
印
鑑
登
録
証
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
（
委

任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　

住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

容
3
2‐
2
1
1
1

（
内
１
０
２
～
１
０
５
）



障
害
者
福
祉
に
関
す
る
各
種
手
当

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
障
害
を
お
持
ち
の

方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
に
、
各
種
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
障

害
福
祉
担
当
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

が

あ
る
2
0歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
程

度
（
下
肢
障
害
な
ど
は
一
部
４
級
）
で
あ
る
方
。

療
育
手
帳
Ａ
‐
１
～
Ｂ
‐
１
程
度
の
知
的
障

害
、
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害
の
あ
る
方

○
手
当
月
額

※
対
象
障
害
児
の
障
害
程
度
に
よ
る

１
級
（
重
度
）
　
５
１
。
１
０
０
円

２
級
（
中
度
）
　
３
４
。
０
３
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
2
0歳
未
満
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
（
両

手
指
欠
損
な
ど
は
一
部
２
級
・
内
科
的
疾
患

も
含
む
）
で
あ
る
方
。
療
育
手
帳
Ａ
‐
２
ａ

程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の

精
神
障
害
の
あ
る
方

○
手
当
月
額
　
　

１
４
。
４
８
０
円

【
特
別
障
害
者
手
当
】

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
2
0歳
以
上

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
（
視

覚
・
聴
覚
障
害
な
ど
一
部
２
級
）
の
異
な
る

障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
方
。
最
重
度
程
度
の

知
的
障
害
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
精
神
障

害
の
あ
る
方

○
手
当
月
額
　
　

２
６
。
６
２
０
円

○
い
ず
れ
の
手
当
も
、
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
。

障
害
児
福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

８
月
は
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。

こ
れ
は
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
前

年
（
平
成
2
6年
中
）
の
所
得
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
引
き
続
き
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

「
所
得
状
況
届
」
の
用
紙
は
該
当
者
に
直
接

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
ま
た
は
勝
沼
支
所

及
び
大
和
支
所
の
市
民
福
祉
担
当
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

８
月

目
日
（
火
）
～
９
月
１０
日
（
杢

○
こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
手

当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
　

障
害
福
祉
担
当

｛
一一
3
2‐
5
0
6
7

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集
へ
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
災
害
救
護
を
事

業
の
柱
と
し
て
、
国
際
救
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
や
応
急
手
当
を
学
べ
る
講
習
会
の

実
施
な
ど
、
「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
」
た

め
の
組
織
で
す
。
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
様

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
「
社
費
」
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
各
区
を
通

じ
た
お
願
い
や
、
赤
十
字
奉
仕
団
員
が
各
戸

を
訪
問
し
て
の
お
願
い
を
し
ま
す
。
赤
十
字

の
活
動
の
充
実
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
既
に
社
費
募
集
が
終
了
し
た
地
域
の
皆
様

に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
　

地
域
福
祉
担
当

公
3
2‐
５
０
２
フ

太
陽
光
発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）

の
設
置
を
お
考
え
の
方
は
ご
相
談
を
…

市
内
の
土
地
の
上
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）
を
設
置
し
た
場
合
、
設

置
状
況
・
規
模
に
応
じ
て
土
地
の
税
額
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発

電
設
備
自
体
に
関
し
て
も
「
償
却
資
産
」
と

し
て
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
お
考
え
の
方
は

概
算
で
設
置
後
の
税
額
を
お
示
し
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
ど
の
く
ら
い
税
額
が
変

わ
る
の
か
知
リ
た
い
場
合
は
、
次
の
書
類
を

ご
用
意
の
上
、
税
務
課
資
産
税
担
当
に
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
税
額
を
試
算
で
き
る
方

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
予
定
の
土
地
の

所
有
者
、
当
該
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
と
そ
の
同
居
家
族
及
び
納
税
管
理
人

並
び
に
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

・
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
、
代
理
人
の
方
は
「
委
任
状
」

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
予
定
の
土
地
の
地

番
、
取
得
予
定
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
価
格
、

耐
用
年
数
、
発
電
能
力
が
把
握
で
き
る
書
類

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

窯
い
1
1
2
1
1
1
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

７

月

か

ら

下

水

道

使

用

料

が

改
　

定

と

な

り

ま

し

た

。

ア
月
１
日
（
１０

月
請
求
分
）
か
ら
下
水
道

使
用
料
が
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

・
改
定
と
な
っ
た
使
用
料

○
下
水
道
使
用
料
（
塩
山
・
勝
沼
・
大
和
地
区
）

○
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
使
用
料
（
大
和
地

区
の
み
）
※
大
和
地
区
の
市
設
置
型
浄
化

槽
使
用
料
は
下
水
道
使
用
料
と
同
じ
料
金

体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
改
定

に
な
り
ま
し
た
。

○
水
道
料
金
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
　

下
水
道
担
当

｛
一一
3
2‐
5
0
7
8

こうしゅう



づ 山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

き　

ｓ

価

書

」
「
環
境
影
響
評
価
補
正

評

の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

一

事
業
者
の
名
称
等

大
月
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社

山
梨
県
大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
8
7
‐
４

１
対
象
事
業
の
名
称

大
月
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

一

種
　

類

○ ■
１ 規
時
間 模

工
場
ま
た
は
事
業
場
の
建
設
事

業
（
電
気
供
給
業
）

あ
た
り
の
燃
焼
に
係
る
原
料
及
び

燃
料
中
の
炭
素
量
　
６
。
０
０
０
ｋ
ｇ

以
下

○
発
電
出
力
　
　
１
４
。
５
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ

Ｏ
送
電
端
出
力
　
１
２
。
５
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ

ｌ
対
象
事
業
実
施
区
域

大
月
市
笹
子
町
白
野
字
向
野
尻
1
1
5
2
　

‐
２
３
　
他

■
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域

大
月
市
／
都
留
市
／
甲
州
市
（
計
画
区
域

と
大
和
町
が
接
し
て
い
る
た
め
）

■
縦
覧
場
所

○
大
月
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社

a
0
5
5
4
‐
５
６
‐
8
3
1
0

0
甲
州
市
役
所
環
境
政
策
課

■
縦
覧
期
間

８
月
３
日
（
月
）
～
９
月
２
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
月
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社

〒
４
０
１
‐
0
0
1
5

大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
8
7
‐
４

昔
0
5
5
4
‐
５
６
‐
8
3
1
0

環

境
政

策

課

か
ら

の

お
知

ら
せ

○
野
良
猫
が
増
え
て
困
っ
て
い
ま
す
。

野
良
猫
の
糞
尿
被
害
、
子
猫
の
保
護
等
の

相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
野
良
猫
に
ぇ
さ
を

与
え
た
時
点
で
そ
の
猫
に
対
し
て
、
責
任
が

発
生
し
ま
す
。
え
さ
を
与
え
る
場
合
は
、
望

ま
な
い
猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
不
妊
・
去
勢

手
術
を
行
う
な
ど
の
処
置
を
し
た
う
え
で
、

首
輪
等
を
付
け
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
の
首
輪
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
は
雷
や
花
火
の
音
に
驚
い
て
家
か
ら
脱

走
し
、
迷
子
や
交
通
事
故
が
増
え
る
季
節
で

す
。
外
飼
い
の
場
合
は
首
輪
が
抜
け
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
怖
が
っ
て
い
る
場
合

は
室
内

に
入
れ
て
あ
げ

ま
し
よ
う
。
ま
た
、

室
内
飼
い
の
場
合
は
開
い
て
い
る
出
入
り
口

や
窓
か
ら
外
に
出
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
Ｉつ
。

○
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
Ｉ・
　

犬
の
し
つ
け
に
悩
ん
で
い
る
方
や
こ
れ
か

ら
犬
を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
お
話
を

聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

参
加
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
当
日
、
飼
い
犬

の
同
伴
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
）

■
日

時
　
８
月
2
3日

百

）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
４
時

（
受
付
　

午
後
１
時
～
）

■
場
　

所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階

大
会
議
室

■
講
　

師
　
小
川
　

容
往
　
氏

（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
日
本
ペ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ト
レ
ー
ナ
ー

ス
協
会
会
員
の
ト
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

○

「
環
境
家
計
簿
」
の
取
り
組
み
へ
ご
協
力

く
だ
さ
い
Ｉ・

［
環
境
家
計
簿
］
と
は
、
私
た
ち
が
日
常
生

活
で
消
費
す
る
電
気
、
ガ
ス
、
自
動
車
燃
料

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
か
ら
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
（
ｃ
ｏ

２
）
を

ど
の
く
ら
い
排
出
し
て
い
る
の
か
を
知
る
た

め
の
も
の
で
す
。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量

を
把
握
で
き
ま
す
の
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
の
実
践
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
　
間

１２
月
ま
で
の
連
続
す
る
２
ヶ
月
間

■
提
出
期
限

前
期
　
平
成
2
7年
１０
月
3
1日
ま
で

後
期
　
平
成
2
8年
・一
月
巧
日
ま
で

■
提
　

出

環
境
家
計
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
環
境
家
計
簿
は
回
収
箱
設
置
場
所
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

○
回
収
箱
設
置
場
所
（
窓
回

市
役
所
　

本
庁
舎
　

総
合
案
内
窓
口

環
境
政
策
課

勝
沼
支
所
　

市
民
福
祉
課

大
和
支
所
　

市
民
福
祉
課

甲
州
市
民
文
化
会
館

甲
州
市
環
境
セ
ン
タ
ー

勝
沼
中
央
公
民
館

※
提
出
さ
れ
た
方
の
申
か
ら
抽
選
で
、
エ
コ

ブ
ッ
ズ
な
ど
の
記
念
品
が
当
た
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　

環
境
政
策
担
当

旦

‐
2
1
1
1
　（
内
２
４
３
・
２
４
４
）

リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ご
み

ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
利
用
に
つ
い
て

○
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
「
ビ
ン
」
の

出
し
方
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ビ
ン
の

出
し
方
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ビ
ン
は
、
「
透
明
・
茶
色
・
黒
色
・
緑

色
・
青
色
」
に
分
別
し
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
進
歩
も
あ
リ

「
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の
色
」
の
３
色
に
分

別
し
て
出
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
「
透
明
・
茶
色
・

黒
色
・
緑
色
・
青
色
」
の
５
色
の
コ
ン
テ
ナ

を
使
用
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
「
黒
色
・
緑
色
・
青
色
」
の
コ
ン
テ

ナ
を
「
そ
の
他
の
色
」
用
と
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
「
そ
の
他
プ
ラ
」
の

出
し
方
に
つ
い
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
「
そ
の

他
プ
ラ
」
の
品
質
検
査
が
先
日
行
わ
れ
、
ポ

リ
バ
ケ
ツ
の
破
片
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

が
混
入
し
て
い
る
も
の
や
、
ひ
ど
い
も
の
で

は
、
ラ
イ
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
分
別
の
さ
れ
て
な
い
資
源
物

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
が
悪
く
な
り
、
資

源
化
で
き
ま
せ
ん
。

「
そ
の
他
プ
ラ
」
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ

ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
、
お
菓
子
の
袋
な
ど
左
記

の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
プ
ラ
の
マ
ー
ク
が
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
（
例
え
ば
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
の
破
片
な
ど
）
は
、

平成27 年８月



に
そ
の
経
営
体
を
継
承
す
る
意
向
の
あ
る
方

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農

家
子
弟
の
就
農
を
促
進
し
ま
す
。

■
対
象
者

※

担

い

手

対

策

室

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

〔
ｈ
耳

〕
:／
／
ｗ

ｗ

ｗ
.

Ｐ
r
e
f
.ｙ
ａ
ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｓ
h
i
‐
J
p
／

⊃
１１己

澄

ペ
１１
豆

の
×
・
萍

ヨ

ー）

に

詳

細

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

そ
こ
で
、
山
梨
県
外
か
ら
県
内
に
移
住
し
　

・
山
梨
県
農
政
部
担
い
手
対
策
室

で
親
族
の
農
業
経
営
体
に
就
農
し
、
将
来
的
　
　

昔
０
５
５
‐
２
２
３
‐
1
6
2
1

県
で
は
平
成
2
7年
度
農
家
子
弟
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
推
進
事
業
の
対
象
者
を
募
集
し
ま
す
。

本
県
農
業
を
代
表
す
る
果
樹
経
営
は
、
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
施
設
や
機
材
な
ど

の
初
期
投
資
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
経

営
基
盤
を
継
承
し
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
る

農
家
子
弟
の
確
保
が
産
地
の
維
持
発
展
の
た

め
に
は
重
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

事
業
内
容
や
応
募
方
法
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
就
農
地
の
所
管
農
務
事
務
所
（
農

業
農
村
支
援
課
）
ま
た
は
担
い
手
対
策
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
峡
東
農
務
事
務
所

公
0
5
5
3
－
２
０
‐
2
7
0
7

新
た
に
就
農
し
た
農
家
子
弟
を

応
援
し
ま
す
。

■
内事

円
を

対
象

す
。

特 旨
の
交
付
は
、
最
長
で
２
年
と
し
ま

象
者
１
人
あ
た
リ
年
間
１
５
０
万

し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
の
事
業

燃
え
る
ご
み
の
日
に
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

塩
山
地
域
の
方
は
、
ご
み
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
、
勝
沼
・
大
和
地
域
の
方
は
、
環
境
カ

レ
ン
ダ
ー
に
「
そ
の
他
プ
ラ
」
の
出
し
方
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
度
、
出
し
方

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
廃
棄
物
対
策
担
当

容
3
2－
2
1
1
1
（
内
２
４
３
・
２
４
４
）

次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
と
し
ま
す
。

①
平
成
2
7年
・一
月
１
日
以
降
に
、
山
梨
県
外

か
ら
県
内
に
移
住
し
た
方
。

②
親
族
（
三
親
等
以
内
の
方
）
が
経
営
す
る

農
業
経
営
体
に
就
農
し
た
方
。

㈲
就
農
時
に
5
5歳
未
満
の
方
。

㈲
就
農
し
た
農
業
経
営
体
で
の
農
業
従
事
日

数
が
、
年
間
１
５
０
日
か
つ
年
間
１
２
０

０
時
間
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

方
。

㈲
就
農
し
た
経
営
体
か
ら
給
与
の
支
払
い
が

行
わ
れ
る
方
。

㈲
就
農
し
た
農
業
経
営
体
に
、
継
続
的
に
専

従
す
る
見
込
み
が
あ
り
、
将
来
的
に
当
該

経
営
体
を
継
承
す
る
意
思
が
あ
る
方
。

剛
青
年
就
農
給
付
金
を
受
給
し
な
い
方
。

浄 化 槽 の 定 期 的 な 保 守 点 検 実 施 を 行 っ て く だ さ い 。

浄化槽を使用している場合は､｢保守点検｣づ清掃｣・｢法定検査｣の３つの義務が法律で定められています。

これを怠ると悪臭等で近隣に迷惑をかけるだけでなく、河川などの汚染にもつながります。清掃業者と契

約を結び適切な維持管理をお願いします。

①保守点検…法律により年間３～４回の実施が義務付けられています。浄化槽の正常な機能を維持するた

め、浄化槽本体や部品の調整をお願いします。

②清　　 掃…浄化槽の正常な機能を維持するため、浄化槽に溜まった汚泥や異物の取り出し、洗浄清掃な

どなどの作業を言います。年１回以上の清掃が必要です。

③法定検査…浄化槽の定期健康診断とも言われ、浄化槽の保守点検 づ青掃が適切に実施され浄化槽の機能

が正常に維持されているか、また、放流水の水質が基準を満たしているかなど確認するため、

知事が指定した検査機関である( 社) 山梨県浄化槽協会が年間1[O]検査します。

※①と②は甲州市の許可を受けた浄化槽清掃業者に依頼して実施してください。

※③は保守点検や清掃を行っていても、必ず行わなければなりません。

浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 に つ い て

市では下水道計画区域外の地域を対象に、合併浄化槽を設置する事業を行っています。この事業は、市

が合併浄化槽を設置し、使用者から使用料を納付いただき、市が保守点検などの維持管理を行うものです。

この事業に関するご相談は随時受け付けておりますの、詳細についてはお問い合わせください。

◆お問い合わせ先

市町村設置型浄化槽事業に関すること

浄化槽の清掃・点検に関すること

k
報こうしゅう

甲州市役所

都市整備課

環境政策課

昔３２ －2111

下水道担当（内 ２５８）

環境政策担当（内 ２４４）
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ｊ

甲

州

市

制

施

行

１０

周

年

記

念

事

業

甲

州

市

ふ

る

さ

と

劇

団

公

演

＆

よ

し

も

と

芸

人

の

お

笑

い

ス

テ

ー

ジ

ー
日

時
　

９
月
2
7日

百

）

午
後
４
時
3
0分
～
（
開
場
）
　

午
後
５
時
　
（
開
演
）

」
場
　
所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館
　

ホ
ー
ル

■
公
演
内
容

１
部
　

甲
州
市
よ
し
も
と
ふ
る
さ
と
劇
団

２
部
　
よ
し
も
と
芸
人
の
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ

一

入
場
料
　
（
全
席
指
定
）

前
売
券
　

２
。
０
０
０
円

当
日
券
　

２
。
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

【
甲
州
市
内
】
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

【
市
　
　

外
】
　
チ
ケ
ッ
ト
よ
し
も
と

a
0
5
7
0

‐
５
５
０
－
１
０
０

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

８
月
１８
日
（
火
）
午
前
９
時
～

■
出
演
予
定
者

午
後
５
時

（
開
場
）

午
後
ら
時
（
開
演
）

■
場
　

所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル

■
入
場
料
　

無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
入
場
整
理
券
配
布
日

・
市
内
在
住
者
は
、
８
月
１
日

（
土
）
～

・
市
外
在
住
者
は
、
８
月
８
日

（
土
）
～

甲
州
市
民
文
化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　

月
・
祝
日
休
館
）

※
入
場
整
理
券
の
配
布
は
１
人
に
つ
き
３
枚

ま
で
で
す
。
な
お
、
人
数
分
の
お
名
前
と
ご

住
所
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

一

協
　
力
　

中
部
航
空
音
楽
隊

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館
　

昔
3
2‐
1
4
1
1
　

参

加
チ

ー

ム
募

集
　

第
９

回
甲
州

市
　

ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

フ

ェ
ス

タ

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
、
２
７
０
０
、
次
世
代
の
　

一

日

エ
ー
ス
漫
才
師
（
数
組
）
他

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　

■
場

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
内

昔
3
2‐
1
4
1
1

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

時容 所

【
休
館
日
】
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
祝
日
　

一

対
象
者

と
月
曜
日
が
重
な
る
と
き
は
そ
の
翌
旦

甲
州
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
事
業

中
部
航
空
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト

■
日
　
時
　
９
月
５
日
（
土
）

１０
月
４
日
（
旦

午
前
８
時
3
0分
～

甲
州
市
塩
山
体
育
館

「
午
前
」
予
選
リ
ー
グ

「
午
後
」
順
位
決
定
リ
ー
グ

甲
州
市
在
住
者
、
在
勤
者

（
学
生
は
除
く
）

■
参
加
費
　
Ｉ
チ
ー
ム
　

２
、
０
０
０
円

■
参
加
申
込
締
切
日
　

８
月
2
1日
（
金
）

◆
主
催
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
体
育
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　

焼
尾
　

賢
一

ｔ
l
m
 
‐
9
3
2
2
　

隔
3
3‐
9
3
2
3

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

初
・
中
級
者

１
日
　

時
　
８
月
2
0日
、
2
7日
、

９
月
３
日
、
１０
日
、
１７
日

（
毎
週
木
曜
日
）

午
後
フ
時
～
午
後
９
時

■
場
　

所
　
レ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者
　

市
内
在
住
者
、
在
勤
者

一

定
　

員
　
2
0名

■
参
加
費
　

無
　
料

一

講
　

師
　

甲
州
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

■
持
ち
物
　

タ
オ
ル
・
水
分
こ
ア
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
（
無
け
れ
ば
運
動
靴
）・
ラ
ケ
ッ

ト
（
ラ
ケ
ッ
ト
が
無
い
方
は
申

し
込
み
時
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

一

そ
の
他
　

初
級
・
中
級
ご
と
に
班
編
成
を

行
い
ま
す
。

一

締
切
日
　
８
月
１４
日

（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

昔
3
2‐
5
0
9
8

市

民

教

養

講

座

「
ペ

ル

セ

ウ

ス

座

流

星

群

」

の

天

体

観

望

会

を

開

催

し

ま

す

三
大
流
星
群
の
ひ
と
つ
「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

流
星
群
」
は
、
ア
月
下
旬
に
は
流
星
が
現
れ

始
め
、
一
番
多
く
の
流
星
が
出
現
す
る
の
が

８
月
の
１２
日
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

い
と
き
に
は
１
時
間
に
6
0個
の
流
れ
星
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
る
い
場
所
で
は
確

認
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
周
り
の
照

明
を
消
し
、
天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
用

し
て
観
測
し
ま
す
。

■
日
　
時

８
月
１０
日
（
月
）

午
後
ア
時
3
0分
～
午
後
９
時
3
0分

■
場塩

山
ひ
よ

所ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園

う
た
ん
池
広
場

（
塩
山
市
民
体
育
館
北
側
）

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
Ｉ
フ
フ
９
番
地

■
講
　
師

山
梨
県
立
科
学
館
　

天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
対
象
者

天
体
に
興
味
を
持
つ
方
ど
な
た
で
も
（
事

前
申
込
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
都

合
の
つ
く
時
間
の
中
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

・
天
候
不
良
の
場
合
、
観
望
会
は
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
に
て

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
担
当

昔
3
2－
５
０
９
フ

甲

州

市

民

文

化

会

館

・

歴

史

民

俗

資

料

室

企

画

展

「

オ

リ

ジ

ナ

ル

コ

ミ

ッ

ク

ア

ー

ト

展

」

若
い
世
代
を
中
心
に
注
目
を
集
め
て
い
る

「
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
。

市
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ

い
た
「
甲
州
市
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成27 年８月



■

期
　

間

９

月
５

日

（
土

）

～

９

月
2
7
日

亘

■

時
　

間
　

午

前
９

時

～

午

後

５

時

【
休
館

日

】
月

曜

日

、
祝

日

、
９

月
2
2
日
（
火

）
、
2
3

日

（
水

）

■

場
　

所

甲

州

市

民
文

化
会

館
　

歴

史

民

俗

資

料

室

◆

お

問

い

合

わ
せ

先

甲

州

市

民
文

化
会

館

｛
一一
3
2
1
1
4
1‐
１

甲

州

市

民

文

化

会

館

・

歴

史

民

俗
資
料
室
企
画
展

「
刀

剣
と
武
士
の
美
の
世
界
」

武

士

の

魂

で

あ

る

「
刀

剣

」

の

美

の

世

界

に

触

れ

て

み

ま

せ

ん

か

。

高

度

な

技

術

が

結

集

し

た

実

物

の

刀

装

具

と

、
「
三

日

月

宗

近

」

や

「
鶴

丸

国

丸

永

」

な

ど

有

名

な

刀

剣

の

写

真

パ

ネ

ル

を
3
0
点

余

り

展

示

し

ま

す

！

■

期
　

間

１０

月

３

日

（
土

）

～

１０

月
2
5
日

亘

※

１０

月
2
4
日

王

）
、

１０

月
2
5
日

（
日

）

は

貴

重

な

刀

装

具

・

実

物

の

刀

剣

の

展

示

に

加

え

刀

剣

講

座

を

開

講

し

ま

す

。

詳

細

は

市

Ｈ

Ｐ

ま

た

は

甲

州

市

民

文

化

会

館

ツ

イ

ッ

タ

ー

に

て

随

時

公

開

予

定

で

す

。

■

時
　

間
　

午

前

９

時

～

午

後

５

時

■

開

催

場

所

甲

州

市

民

文

化

会

館
　

歴

史

民

俗

資

料

室
　

「
休

館

日

」

月

曜

日

、
祝

日

、
１０

月

１３

日

（
火

）

◆

お

問

い

合

わ

せ

先

甲

州

市

民

文

化

会

館

a
3
2
‐
1
4
1
1

学
校
給
食
試
食
会
　

開
催
Ｉ
・

甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
の
基
準
を
満
た
し
、
食
教
育
の

拠
点
と
し
て
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
昨

年
フ
月
に
完
成
し
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
民
の
皆
様
に
学
校
給
食
の

現
状
を
紹
介
し
ご
理
解
い
た
だ
け
る
場
と
し

て
、
毎
月
１
回
程
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子

供
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給
食
の
試
食
会

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

試
食
会
開
催
予
定
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
が
、
試
食
い
た
だ
け
る
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
申
込
者
が
多
数
の
場
合
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

開
催
日
・
締
切
日
（
各
日
正
午
上

９
月
１８
日
（
金
）
※
８
月
１０
日
（
月
）

１０

月

１６

日

（
含

１１
‥
月

２

日

育

）

１２

月

１ ７

日

平

成
2
8

年

１

月
2
5

日

２
月
Ｕ
日

■
対
象
者

八木

Ｗ

※

９

月

１０

日

（
木

）

※

１０

月

９

日

（
金

）

※

‥
目
月

１ ０

日

（
火

）

（
月

）

※

１２

月

１０

日

（
木

）

（
金

）

※

１

月

１２

日

（
火

）

高

校

生

以

上

の

市

民

の

方

そ
の
後
の
変
更
は
出
来
ま
せ
ん
。
（
代
理
等
の

参
加
ま
た
は
、
納
付

書
に
よ
っ
て
１
食
分
を

請
求
し
ま
す
）

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
４
０
４
‐
0
0
3
6
　
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
l

a
3
3‐
4
4
0
3
　

隔
叩
5
6
7
3

わ
だ

つ

み
平

和
文

庫

特
別

展

開
催
－
・

「
終

戦

の

日

」

特

別

記

念

講

演

会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

容
3
2
－
1
4
1
1

ヒ
ロ
シ
マ

ー
ナ
ガ
サ
キ
被
爆
7
0年

特
別
企
画
『
原
爆
と
人
間
』
パ
ネ

ル
展
と
平
和
の
つ
ど
い

Ｉ
パ
ネ
ル
展

・
期
　

間
　

８
月
２
日
（
日
）
～
９
日

（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

今
年
、
戦
後
7
0年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
　

・
場
　
所

た
り
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
の
意
義
を
考
え

る
た
め
の
記
念
講
演
会
、
甲
州
市
わ
だ
つ
み
　

・
内
　
容

平
和
文
庫
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。
「
わ
だ
つ

み
」
　つ
て
何
だ
ろ
う
？
皆
さ
ん
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
特
別
記
念
講
演
会

１
日
　

時
　
８
月
巧
日

王

）

午
後
１
時
3
0分
～

」
場
　

所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館
　

２
階

大
会
議
室

■

講
　
師
　

中
村
　

は
る
ね
　
氏

（
は
る
ね

ク
リ
ニ
ッ
ク
銀
座
院
長
）

テ
ー
マ
「
わ
た
つ
み
」
と
平
和

○
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
特
別
展

（
入
場
無
料
）

■
日
　

時

８
月

目
日
（
火
）
～
８
月
2
3日

亘

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
（
休
館
日
）
を
除
く

一

場
　

所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館
　

１
階

歴
史
民
俗
資
料
室

市
役
所
　

本
庁
舎
　
１
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ヒ
ロ
シ
マ

ー
ナ
ガ
サ
牛
原
爆
パ
ネ

ル
／
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
行
動
」
参
加
報
告

■
特
別
企
画

○
平
和
の
う
た
ご
え
カ
フ
ェ
♪

北
杜
市

○　 ●　●　　　○　 ●　●
か ー 場 日 る 大 場 日

し ス　　
⌒

型

が ラ 所 時 シ 子 所 時

た イ　　　 ロ ど

リ ド 市 ８ と も 市 ８

討 籤 聯

る 舎 月　 冥 庁 日

藤 か　 ー　 （-二舎 一

雲 ｕ
午　a 市 午

子 ｀- 事 後　 座 民 後

兄M に 乱　 二 臨　

む　Ｉ　
ｓ　　 よ　Ｉ　ｓ

１
食

３
１
０
円
（
中
学
生
単
価
）
　
一

内
　

容

■
そ
の
他

変
更
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
と
し
、

「
戦
没

学
生

の

手

記
」
、
「
最

後

の

手

紙

」

他

、

わ

だ

つ

み

平

和

に

関

す

る
資

料

・
日

・
場

■
後

援 所 時

。歌
お
う
屋
々
さ
ん
と
一
緒
に
♪

８
月
２
日

（
日
）
　
午
後
３
時
～

市
役
所
　

本
庁
舎
　
市
民
ロ
ビ
ー

ド
映
画
に
よ
る
か
た
リ
」
山
梨
む

り
の
会
代
表
　

藤
巻
愛
子
さ
ん

８
月
９
日
（
日
）
　
午
後
２
時
～

市
役
所
　
本
庁
舎
　
市
民
ロ
ビ
ー

甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
訊
Ｊ
‐
２
１‐
１
１

子
ど
も
た
ち
に
平
和
と
未
来
を
手
渡
す
仲

間
の
輪

ａ
０
９
０
‐
７
９
０
フ

ー
3
7
0
5（
古
屋
）

こうし ゅう



１０ 月 １０ 日 は

甲 州 ワ イ ン の 日!!

甲州ワインの普及促進を図るため10

月10 日から11 月 フ日の間を

「甲州ワイン飲めます」キャンペー

ンを開催します。詳細は、広報こ

うしゅう９月号、市ＨＰ、今回の

学ぶ会でもお知らせしますので、

多くの飲食店様のご賛同をお願い

します。

◆お問い合わせ先

産業振興課　ワイン振興室

昔32 － 5092

飲
食
店
を
営
業
す
る
皆
様
へ

ワ
イ
ン
の
楽
し
み
方
を
学
ぶ
会
　
開
催

甲
州
ワ
イ
ン
の
地
域
へ
の
浸
透
を
目
指
し
、

市
内
で
飲
食
店
を
営
業
す
る
皆
様
を
対
象
に

し
た
ワ
イ
ン
の
楽
し
み
方
や
基
礎
を
学
べ
る

勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
イ
ン
を
置
き
た

い
が
ど
ん
な
ワ
イ
ン
を
揃
え
た
ら
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
。
既
に
置
い
て
い
る
が
更
に
充

■
参
加
費
　
　

無
　

料

」
申
込
締
切
　
８
月
2
8日
（
金
）
ま
で

※
簡
単
な
利
き
酒
を
す
る
場
を
設
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
振
興
室

登
3
2‐
5
0
9
2

ワ
イ
ン
初
心
者
女
性
限
定

「
カ
フ
ェ

感
覚
で
ワ
イ
ン
女
子
会
」

～
好
き
な
ワ
イ
ン
の
選
び
方
～

ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
み
た
い
け
ど
「
お
い
し

い
ワ
イ
ン
が
わ
か
ら
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？
好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
正
し
い
ワ
イ
ン
飲
み
方
や
ブ
ド
ウ
品
種

に
よ
る
特
徴
、
ラ
ペ
ル
の
見
方
な
ど
、
自
分

好
み
の
ワ
イ
ン
を
見
つ
け
る
方
法
を
、
実
際

に
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
、

ワ
イ
ン
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■
日
　

時
　
９
月
１１
日
（
金
）

午
後
７
時
～
午
後
８
時
3
0分

実
さ
せ
た
い
な
ど
様
々
な
相
談
に
ア
ド
バ
イ
　

ー
場
　
所

ス
を
行
い
、
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
是
非
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

■
日

圃
場

所 時

９
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時
～

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階

大
会
議
室

■
内
　

容
　

ワ
イ
ン
の
市
場
傾
向
と
基
礎
知

識
、
提
供
方
法
等
に
つ
い
て

■
講
　

師
　
（
一
社
）
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
木
　

貴
之
　

氏

勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

新
田
　

正
明
　

氏

■
参
加
費

■
定
　

員

ま

ち
案
内
＆

カ
フ
ェ
「
つ
ぐ

ら
舎
」

（
勝
沼

町

勝
沼

２

９

９

フ

）

１

。
０

０

０

円

（
当

日

徴

収

）
2
0

名

（
2
0歳
以

上

の

女

性
に

限

リ

ま

す

。
）

■
内
　

容
　
ワ
イ
ン
の
種
類
ノ
ブ
ド
ウ
の
品
種

／
グ
ラ
ス
の
種
類
／
ラ
ペ
ル
の
見

方
／
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
方
法

■
講
　

師

吉
田
　

真
弓
　

氏
　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
ボ
ン
マ

ル
シ
ェ
　

チ
ー
ズ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　

ワ
イ
ン
振
興
室

登32

‐
5
0
9
2

メ
ー
ル

sａ
ｎ
ｇ
ｙ
ｏ
ｕ
＠
（
ｊ
ｔｙ
.ｋ
〇
Ｓ
ｈ
Ｕ
.
[ｇ‐
J
p

子

育

て

支

援

商

品

券

に

つ

い

て

６
月
の
１３
日

子

）
、
１４
日
（
旦

に
子
育

て
支
援
商
品
券
の
引
き
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

該
当
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
引
換
証
を
お

送
り
済
み
で
す
の
で
、
ま
だ
お
手
元
に
引
換

証
の
あ
る
方
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
子
育
て

支
援
課
で
引
換
え
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｉ
引
換
期
限
　
１２
月
１１‥
日

（
金
）
、

Ｉ
利
用
期
限
　
１２
月
１２
日

（
占

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
　

児
童
福
祉
担
当

旦

‐
5
0
8
1

〈
「
第
3
1
回

防

災

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク
ー
ル

」

の

実

施
に

つ

い

て

国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て
は
、

防

災

意

識

の

高

揚

、

防

災

知

識

の

普

及

を

図

る

た

め

、

毎

年

、
「
防

災

の

火

（
９

月

１

日

）
」

及
び
「
防

災

週

間
（
８

月
3
0日

～

９

月

５

日

）
」
、

「
津

波

防

災

の

日

（
一
目
月
５

日

）
」

の

期

間

を

中

心

に

、

防

災

に

関

す

る

行

事

を

実

施

し

て

お

り

ま

す

。

内

閣

府

と

防

災

推

進

協

議

会

で

‐０
○
μ

の「
へ
出

口
Ｏ
い
ｎ
Ｏ
コ
’萍
「
汪

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

◆

お

問

い

合

わ

せ

先

防

災

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク

ー

ル

事

務

局

1
3
0
6

－
6
1
9
5

－
9
7
0
8

ｒ

休
恥
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

体
験
学
習

参
加
者
募
集

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

夏

休

み

福

祉

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験

学

習

と

し

て

次

の

教

室

を

開

催

し

ま

す

。

興

味

の

あ

る

方

は

、

社

会

福

祉

協

議

会

ま

で

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

○

点

字

体

験

学

習

（
中

・

高

校

生

対

象

）

■

日

時

８

月

１９

日

（
水

）

午

前

１０

時

～

正

午

■

場
　

所
　

勝

沼

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

ー

階
　

会

議

室

○

手

話

体

験

学

習

（
小

学

５

・
６

年

生

対

象

）

【
塩

山

会

場

】
　（
塩
山

北
・
塩

山

南
・
大

藤

・
神

金
・

玉

宮
・
松

里
・
井

尻
小

学

校

地

域

）

１

日
　

時
　

８

月

１２

日

（
水

）

午

前

１０

時

～

正

午

■

場
　

所
　

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

連

絡

協

議

会

事
　

務

所

（
市

役

所

本

庁

舎

地

下

１

階

）

【
勝

沼

会

場
一

（
奥

野

田

・

勝

沼

・

東

雲

・

祝

・

菱

山

・

大

和

小

学

校

地

域

）

」

日
　

時
　

８

月

１７

日

（
月

）

午

前

１０

時

～

正

午

は
、
平
成
2
7年
度
に
お
け
る
防
災
週
間
及
び
　

」
場
　
所

津
波
防
災
の
日
行
事
の
一
環
と
し
て
、
「
第
3
1

回

防

災

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク

ー

ル

」

作

品

の

募

集

及

び

表

彰

等

を

実

施

し

ま

す

。

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
Ｗ

Ｗ

Ｗ
.
ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｊ

‐ｇ
Ｏ

‐
jｐ
Ａ

翼

）
ｉｋ

Ｕ
／

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ー
階
　

会
議
室

※
各
学
習
会
と
も
定
員
は
2
5名
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

丹一
4
4‐
2
6
1
2
　
厦
4
4‐
3
0
3
5

平成27 年８月



ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

相

談

窓

口

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時
　
８
月
１８
日
（
火
）

午
後
１
時
3
0分
～
３
時
3
0分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場
　

所
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事

務
所
（
市
役
所
地
下
１
階
）

ａ
０
５
０
‐
8
0
0
2

‐
５
１
２
ＣＮ

（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

昔
４４
‐
2
6
1
2

児

童

セ

ン

タ

ー

・

イ

ベ

ン

ト

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内
　

容
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

一

日

時
　
８
月
2
7日

米

）

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

」
対
　

象
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

」
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費
　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

｛
一一
3
3
1
7
8
0
0

0
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内
　

容
　

リ
ズ
ム
あ
そ
び

「
夏
の
歌
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
し
よ
う
」

■
日
　

時
　
９
月
３
日

（
杢

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対
　

象
　

未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物
　

上
履
き

■
参
加
費
　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

公
3
3‐
フ
８
０
０

親
子
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す

１
日

時

８
月
2
2日

王

）

午
後
１
時
3
0分
～
４
時

（
受
付
午
後
１
時
～
１
時
3
0分
）

■
場
　

所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

玄
関
・
ホ
ワ
イ
エ

■
対
　

象
　

甲
州
市
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

※
な
る
べ
く
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

一

内
　

容
　

簡
単
な
木
工
細
工
の
製
作
組
み

立
て

※
材
料
・
道
具
等
は
用
意
し
ま
す
。

■

申
込
方
法
　

当
日
、
午
後
１
時
か
ら
１
時

3
0分
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
市
民
文
化

会
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
作
　

品
　
『
ゆ
う
び
ん
ポ
ス
ト
』

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

■
参
加
費

■
定
　

員

■

主
　

催

ン
ズ
ク

無
料

先
着
１
０
０
組

塩
山
建
設
組
合
、
塩
山
ラ
イ
オ

甲 州 市 制 １ ０周 年

記 念 事 業 イ ベ ン ト

１１／２１ （土）

ワインシンポジウム

１１／２２ （日）

森山良子コンサート

詳しくは9 月号でお知らせします！

◆生涯学習課◆

夏
休
み
親
子
映
画
会
　
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

～
オ
ラ
の
引
越
し
物
語
～

サ
ボ
テ
ン
大
襲
撃

吋inct 砺ｎ- ㎜ ｌｅ．ｃｏ 肌

８ 月８ 日（土）

午後２時（開場 午後1 時）

甲 州 市 民 文 化 会 館　 ホ ー ル

無料　・ 定　員　８００名（席）

甲
州
市
民
文
化
会
館

｛
一一
3
2‐
1
4
1
1

■日　 時

■場　所

■入場料

1安全エレちゃん'` ¶　 ｊ`ｅ°　 ｜　　 １ ７　　
。
」

＠
関 東 電 気 保 安 協 会

●１１４河ｉｌｆｆ１７１７,゙1','ｓr｛●1●頁●１－Ｉ･
９

ＫＤＨ

昔３ ２ － 5081

◆お問い合わせ先

子育て支援課　児童福祉担当

こうしゅう



し
行
卜
混一爪
先
レ
ド

。無
料

法

律

相

談

ド
葬
万
了
才
子
圭
二
二
＋

１
日
　
時
　
８
月
１７
曰
（
月
）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
５
時

」
場
　
所
　
市
役
所
　
本
庁
舎
　
２
階

第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
甲
州
市
民

Ｉ
定
　
員
　
ア
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
3
0
　

分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
８
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
3
0分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
市
民
生
活
担
当

無

料

消

費

生

活

相

談

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

一

日

時

８
月
2
5日
（
火
）

午
前
の
部
　
午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

一

場
　
所
　
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
甲
州
市
民

■
定
　
員
　
１２
名

（
相
談
者
１
名
に
つ
き
3
0分
以
内
）

■
内

訪
問
販
売 容

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、

■
対
　
象

サ

ラ

金

、

多

重

債

務

、

相

続

、

遺

言

、
労

働

契

約

、
社

会

保
険

に

関

す

る
相

談

な

ど

※

こ

の

無

料

消

費

生

活

相

談

は

、

完

全

予

約

制

で

す

。

・

８

月

５

日

（
水

）

午

前

８

時
3
0
分

か

ら

予

約

を

受

け
付

け

ま
す

。

・

相

談

す

る

事

項

を

よ

く

整

理

し

、

関

係

書

類

等

を

お

持

ち

く
だ

さ
い

。

◆

申

し

込

み

・

お

問

い
合

わ

せ

先

市

民

課
　

市

民
生

活

担

当

容
3
2
‐
5
0
6
8

一〈

し二
……
…
｛一一一
｝・一一
。
｛
゛
゛ヅ

ド

合

同

相

談

ノ

ル

丿
卜
万
言
張
子
千
千
仁
司

｝

日
　

時
　

８

月

１３

日

宋

）

午

後
１

時
3
0分

～

午

後

３

時

」

場
　

所
　

市

役
所

本

庁

舎
　

２

階

第
１

会

議

室

一

対
　

象
　

甲
州

市

民

※
こ

ち

ら
の

相

談
会

は
予

約

不

要

で

す

。

身

近

な

相

談

窓

口

と

し

て

毎

月

開

催

し

て

い

ま

す

。

行

政

、

人

権

、

家

庭

の

こ

と

で

お

悩

み

の

方

は

、

こ

の

機

会

に

ぜ

ひ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

◆

お

問

い
合

わ
せ

先

市

民

課
　

市

民
生

活

担
当

昔
3
2
‐
5
0
6
8

九
谷
二
土
谷
ニ

ニ
デ

ド
゛

勝

沼

・

大

和

地

域

行

政

相

談

二
ぶ
ご
　・二
二
し已
吋
ぷ
し
。言

１

日
　

時
　

８

月
2
1
日

（
金

）

午

後
１

時
3
0分

～

午

後

３

時

■

場
　

所
　

大
和

ふ

る

さ
と

会

館
　

２

階

研

修

室
３

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
市
民
生
活
担
当

昔
3
2‐
5
0
6
8

卜
言
緯
泉
置
言
甘
尹

。・
特

設

人

権

相

諮

設

人
権
相
談
所
開
設

ノ
言
ず
飯

蜜
診
言

づ

甲
州
市
民

」
日
　

時
　
８
月
2
1日
（
含

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

一

場
　

所
　

恩
賜
林
記
念
館
　
２
階
　
和
室

■
相
談
員
　

人
権
擁
護
委
員

■

内
　

容
　

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、

差
別
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　

市
民
生
活
担
当

昔
3
2‐
5
0
6
8

も

の

忘

れ

相

談

万
卜
言
言
回
診
言
言二
二
▽

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

８
月
2
8日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

８
月
2
6日

（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
場
　

所

市
役
所
本
庁
舎
　

市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
支
援
課
内
）

ｔ
1
3
2
‐
5
6
0
0

五
障
害

者
生

活

支

援

相

談

時

間

外
相

談

日

」（
予

約
制

）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
時
間
外
相
談
日
】

■
日
　
時

水
曜
日
（
午
後
５
時
巧
分
～
ア
時
）

８
月
５
日
、
１２
日
、
１９
日
、
2
6日

土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

８
月
１
日
、
８
日
、
巧
日
、
2
2日
、
2
9日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

a
3
2‐
0
2
8
5
　
隔
3
3‐
２
３
０
７

・
同

じ
障

害

を
持

つ

相

談

員

Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｇ卜

Ｊ
ピ

ア

カ

ウ

ン
セ

ラ

ー
に

よ

る

相
談
『
（
予
約

制

）

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚
　
石
原
　
テ
ル
　
氏

昔
3
3‐
2
4
8
9

1
聴
覚
　
遠
藤
　
養
蔵
　
氏

平成27 年８月



田一
3
3‐
9
1
9
2

」
肢
体
　

羽
村
　
千
鶴
　
氏
（
肢
体
）

昔
3
2‐
・
‐
２
２
４

中
村
　

安
孝
　
氏
（
脳
原
性
）

昔
4
4‐
2
2
4
0

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
　

氏

｛
一一
3
2‐
2
2
4
7

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

｛
一一
3
2‐
0
2
8
5
　

囮
3
3‐
2
3
0
7

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

１

０

し

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

１
日
　
時
　
８
月
１９
日
（
水
）

午
後
２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

一

申
し
込
み
　
８
月
１２
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日
　
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午

前
中

■
申
し
込
み
　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

｛
一一
3
2‐
0
2
8
5
　
厦
3
3‐
2
8
0
7

介
護
者

の
会

『
四
つ

葉
の
会
』
例
会
の

お
知
ら
せ

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も
　

■
日

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く

だ

さ

い

。

■

日
　

時

■
場
　

所

■
定
　

員

■
参
加
費

８
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
～

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

１５
名
程
度

材
料
費
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

ｔ
1
3
2
‐
0
2
8
5
　
胆
3
3‐
2
3
0
7

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の
お
知
ら
せ

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

■
内

■
対会

に
つ

時
い 員

゛象 容

８
月
１１
日
（
火
）

午
後
１
時
3
0分
～

介
護
者
同
士
の
交
流
会

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

て
関
心
の
あ
る
方

一

申
込
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
８
月
ア
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

第
２
会
議
室

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
支
援
課
内
）

ｔ
3
3
2
‐
5
6
0
0

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
リ

特
別
展

釈
迦
堂
遺
跡
発
晟

一
周
年
・
重
要
文

化
財
指
定
（
追
加
）
１０
周
年
記
念

【
釈
迦
堂
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
コ
レ

ク
シ
ョ

ン
】
Ｖ
Ｏ
Ｉ
．
１

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財

５
。
５
９
９
点
の
中
か
ら
、
大
型
の
土
器
を

中
心
に
展
示
を
行
い
ま
す
。
美
し
い
縄
文
土

器
の
姿
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

」
開
催
期
間
　

開
催
中
～
９
月
フ
日

（
月
）

」
場
　

所
　

企
画
展
示
室

夏
休
み
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ど
ぐ
う
を
作
ろ
う
！
」
（
＊
要
予
約
）

」
期
　

間
　

受
付
中
～
８
月
3
1日

（
月
）

８
月
１６
日
・
１７
曰
は
予
約
不
要

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｉ

開
催
時
間
　

終
日
（
製
作
約
5
0分
）

■

参
加
費
　
２
０
０
円

※
体
験
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
製
作
し
た
ど
ぐ
う
は
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
絵
か
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

縄
文
王
国
「
縄
文
の
文
様
教
室
」

縄
文
王
国
加
盟
館
フ
館
で
は
「
ど
き
ど
き

☆
か
わ
い
い
探
し
デ
ッ
サ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
縄
文
土
器
の
文
様
に
つ
い

て
学
び
、
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
日

時
　
８
月
2
2日

子

）

午
後
２
時
～
３
時

■
講
　
師
　
東
海
大
学
　
准
教
授

秋
田
か
な
子
　
氏

甲
州
市
文
化
財
課
指
導
監

小
野
　
正
文
　
氏

『
真
夏
の
夕
涼
み
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｂ

Ｏ
×
」
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
館
内
に

リ
コ
ー
ダ
ー
の
心
地
よ
い
音
色
が
涼
し
い
風

の
よ
う
に
響
き
ま
す
。

」
開
演
日
　
８
月
2
9日

子

）

」
開
　
場
　
午
後
６
時
3
0分

■
開
　
演
　
午
後
フ
時

定
員
6
0名
（
事
前
申
込
み
必
要
な
し
。

一
部
立
見
と
な
り
ま
す
。）

■
場
　
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ロ
ビ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
開
館
時
間
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　

（
入
館
は
閉
館
3
0分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　

火
曜
日

■
入
館
料
　

一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

小
中
高
生
　
　
　

１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

登
4
7‐
3
3
3
3

k

報こうしゅう



「
浴
衣
着
付
け
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
！

き
も
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
伴
野
直
美
氏
を

講
師
に
迎
え
、
浴
衣
の
着
付
け
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
花
火
大
会
、
納
涼
祭
…
今
年
の
夏

は
浴
衣
で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
家
族
、
ご
友
人
、
カ
ッ

プ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
お
一
人
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

」
日
　

時
　
８
月

目
日
（
火
）
※
各
回
１０
名

【
午
前
の
部
一
　
午
前
９
時
3
0分
～

【
午
後
の
部
】
　
午
後
１
時
3
0分
～

■
場
　
所
　

甘
草
屋
敷

主
屋

■
参
加
費
　

無
料

一

申
込
み
　

８
月
３
日
（
月
）
か
ら
電
話
で

申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
持
ち
物
　

浴
衣
、
帯
、
腰
紐
（
２
本
）
、
だ

て
じ
め
（
１
本
）
、
草
履

※
浴
衣
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
し
も
で

き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
　
昔
3
2－
5
0
7
6
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ひ と り 親 家 庭 医 療 費 助 成 を 受 け て

い る 皆 さ ん へ

毎年８月は『ひとり親家庭医療費受給資格更新

申請書』の提出が必要です。これは、ひとり親家

庭医療費助成を受けている方全員に義務付けられ

ています。該当する方には、通知文と申請書をフ

月下旬より、順次郵送します。

なお、未提出の場合、平成２７年９月以降の更

新が行われませんので、忘れずに子育て支援課（市

役所本庁舎）まで提出してください。

児 童 扶 養 手 当 を 受 給 し て い る 皆 さ ん へ

毎年８月は『児童扶養手当現況届』の提出が必

要です。こ れは、児童扶養手当を受給している方

全員に義務付けられています。該当する方には、

通知文と現況届をフ月下旬より、順次郵送します。

なお、未提出の場合、平成２７年８月分以降の

手当の支給が停止さ れますので、ご注意ください。

提出先は子育て支援課（市役所本庁舎）です。

また､提出の際は､ 本人との面談が必要ですので、

必ず受給者（認定者）本人が届出をしてください。

◆お問い合わせ先

子育て支援課　児童福祉担当　 昔３２ －5081

ちゅうぽう男 子 厨 房 に

㈲七
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子育て世帯臨時特例給付金
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市では現在、子育て世帯臨時特例給付金の申請 ］

才を受け付けています。対象者となる可能性のある ］
ノ方には、６月上旬に児童手当の現況届と併せて申 ］

万請書をお送りしました。まだ申請を済まされてい 才

］ない方は、広報こうしゅう６月号（２２ページ）ル
をご覧いただき、申請内容、添付書類等をご確認 言

のうえ、受付期間内に申請してください。　　　　　テ

なお、支給対象となる方でお手元に申請書が届 才
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く ぃ て ぃ な い 場 合 は

、 お 手 数 で す が 子 育 て 支 援 課 ま
う

万 で ご 連 絡 を お 願 い し ま す
。　　　　　　　　　　　　 宍

で・ 申 請 受 付 期 間　 ８ 月 ３ １ 日 （月 ） ま で　　　　　 う

叉　　　　　　　　 （土 曜 日
、 日 曜 日 、 祝 日 を 除 く 。）
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申請内容に不明な点があった場合など、市役所

から問い合わせを行うことがありますが、ＡＴＭ

(銀行・コンビニなど現金自

？◆お問い合わせ先
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の操作を

お願いすることや、支給のための手数料などの振

リ込みを求めることは、絶対にあり ません。

子育て支援課　児童福祉担当　容３２ －5081
）
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こ のた び発 生して いる年 金個人 情報 流出事案 に関 して、

次のようなこと はありません。

＊こ の件で日本年金 機構や年金 事務所からお客様 に電話す　

ることはありません。

基 礎年金番 号の変更に関 するご連絡 は、後日、文言 をお　

送りします。

＊日 本年金機構 から お客様 にお金 を要求すること は一 切あ　

りません。

＊日 本年金機構 がお 客様に Ａ Ｔ/＼/xの操作をお願い する こと　

は一切ありません。

＊お 客様の個人 情報 （家族構成など ）を確認すること は一

切ありません。

ご自宅 や職場など に日本年金機 構や機構の職員 など を名

乗る電話がかかってきたら、迷わずにお電話ください。

◆専用電話窓ロ ロ ール センター）

a0120　 －　818211

受付時間８：３０～ ２１：０ ０

警察相談専用電話　 ＃9110

◇厚生労働省◇　　 ◇日本年金機構◇
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日 下 部 警 察 署

ＴＥＬ ２２ － ０１ １０

ａ
言尚 吟回 媛卜
・ 受付期間

7 月２７日( 月)

■第一次試験日

９月２０日( 日)

◆警察官Ａ

から8 月21 日（金）まで

◆警察官Ａ（武道指導）

【資 格】

昭和６０年４月２日以降の生まれで、大学（短

期大学を除く）を卒業した方または平成２８年３

月までに卒業見込みの方

※武道指導（柔道・剣道）の受験資格には、全国

的な大会出場経験者または３段以上の資格が必要

です。（詳細は警察本部まで）

【採用予定】

男性　　　　　　　 １６名程度

男性／武道指導　　　 ２名程度

女性　　　　　　　　 ２名程度

◆警 察官 Ｂ

【資　格】

昭和６０年４月２日から平成１０年４月１日ま

での生まれで、Ａ区分以外の方

【採用予定】

男性　　　　　　　 ３６名程度

女|生　　　　　　　　　４名程度

◆日下部警察署・警務課

ａ ２２ － ＯＨ Ｏ

不 動 産 無 料 相 談

■日　時 ８ 月20 日（木）午後１時～３時

■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）

昔３３ － 2901

◆申し込み・お問い合わせ先

（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室

Ｓ ０５５ － ２４３ － 4304

｢電話詐欺｣
～ １１０ 番 通 報 を ！ ～

山梨県警察では、振り込め詐欺を始めとする「特

殊詐欺」の呼称を、「電話詐欺」と広報名称変更し

てＰＲ活動をしていくこととしました。

特殊詐欺の共通点は 「電話」から始まり、「電話

を使用した詐欺」であることから県民に対し自宅の

電話が鳴った場合は「まずは詐欺を疑うこと」「緊

張感を持って受話器を取ること」を強く認識してい

ただくため、本年６月２４日からは「電話詐欺」と

称して広く県民への浸透を図リ、「電話詐欺」の被

害撲滅に向けた各種対策を講じてまいります。

★電話詐欺に注意！　不審な電話は１１０番通報！

多種多様な特殊詐欺の手口の共通点は電話です。

被害に遭わないようにするためには「電話に警戒

する」という考え方を持ち、常に緊張感を持った電

話対応を心掛けることが必要です。

そして､どんな名目であれ『お金』の話が出たら、

一旦よく考え、家族や警察に相談することが重要で

す。

振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺と思われる不

審な電話は､特定の地域に集中してかかってきます。

皆さんの通報が地域住民の被害防止につながりま

すので、振り込め詐欺等と思われる不審な電話を受

けた際は、すぐに１１０番通報してください。

★電話詐欺撲滅キャッチフレーズ

電話 詐欺　 切ったその手 で　１１０番

県 民一 体　 みんなで防ごう　 電話詐 欺

◆お問い合わせ先

日下部警察署生活安全課　容２２ － 0110 （代）

平成27年81dddlS
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◆ 『大 出 現 ！ 精 霊 図 鑑 』 パ ネ ル 展

☆会期　８月１日（土）～９月２７日（日）

☆会場　甘草屋敷子ども図書館

『大出現！精霊図鑑』軽部武宏 ／作のパネル

展です。怖くてかわいい精霊たちに会いに来て

ください！あわせて、「精霊総選挙」も開催し

ます！皆さんのお気に入りの精霊に投票してく

ださい♪

◆読 み 聞か せボラ ン ティア 絵本く ら ぶ

会員募集！　（連続講座）

☆日程　９月２日・９日・16 日・25 日

各回午前10 時～（終了は各回ごと）

☆会場　甘草屋敷　小屋

☆内容　受講終了後、甘草屋敷子ども図書館に

おいて活動している「絵本くらぶ」に

参加してくださる方を募集していま

す。

☆お申し込みは塩山図書館まで。

◆ 知 的 書 評 合 戦

ビ ブ リ オ パ ド ルIN 塩 山 ⑥

☆日時　８月２３日（日）午後５時３０分～

☆会場　塩山図書館カウンター前

☆内容 「人を通して本を知る 本を通して人を

知る」を合言葉に全国で行われている

書評パドル。中高生の皆さんの参加も

お待ちしています！

◆ 大和 図書 館　 コワ 楽お はな し映画 会

本気でこわ～いお話と、とっても楽しい映画

を一緒に楽しんでください！

☆８月１１日（火）午前10 時～

映画『トムとジェリー

～あかちゃんはいいな～』

☆８月１２日（水）午前10 時～

映画→お楽しみ

☆会場　大和ふるさと会館　研修室２

◆ 大 和 図 書 館 蔵 書 点 検 に よ る 休 館

９月１日（火）～9 月フ日（月）まで蔵書点

検作業のため休館させていただきます。

こうしゅう

★お問い合わせ先★

勝沼図書館

塩山図書館

大和図書館

甘草屋敷子ども図書館

昔44 －3746

昔３２ － 1505

昔４８ －2921a33

－5926

◆勝沼図書館夏休みこども映画会

☆８月１日（土）午後２時～
映画『トムとジエＵ-』

☆８月２日（日）午後2時~

映画→お楽しみ
☆会場　勝沼図書館　視聴覚室

◆ お ば け 大 会IN 上 東 納 涼 祭

☆日時　８月１日 （土）（午後８時まで開館）

☆会場　甘草屋敷子ども図書館

☆内容　＊おばけのおもちや祭り

午前９時３０分～午後８時

＊おばけのおはなし会

午後フ時～午後 ア時３０分

（雨天の場合は通常開館。おもちや祭りのみ）

◆ 講 談 社　 全 国 訪 問 お は な し 隊

☆日時　８月９日（日）午後２時３０分～４時

☆会場　勝沼図書館児童コーナー・東側駐車場

☆内容 「おはなし隊」と勝沼図書館ボランティ

ア「ティンカーベル」による絵本や紙

芝居の読み聞かせ。ギャラバンカーの

中の見学など。先着30 名にはお土産

つきです！

◆ 夏 休 み　 読 書 感 想 文 講 座

《中学生・高校生向け》※２回連続講座

＊第１回　８月１６日（日）午後２時～　

＊第２回　８月２２日 （ﾆﾋ）午後１時～

☆会場　甲州市民文化会館

☆定員　 １０名（塩山図書館まで要申し込み）

◆ 山 梨 む か し 語 り の 会 講 演

きいてくりょう日本の民話「おっかない話」

☆日時　８月１７日（月）午前９時４５分～

☆会場　甘草屋敷　主屋

☆対象　小学校低学年～一般

☆出演　山梨むかしがたりの会

「きしゃご」グループ

☆内容 「目玉の化けもの」など、甲州弁で語

られるおっかな～い話です！

☆お問い合わせは塩山図書館まで。
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あいかわ　がく
相 川 雅 来くん（1歳）

踊るのが大好き♪これからも元気
に大きく成長してね！

父・功次さん、母・美砂さん

(初鹿野)

｢わ が家 のスタ ー｣ マ･は､ 元気 なあ 子さ ん の写真を 募集し て いま す。

ご 両 親の コメント を 添え マ 広報 担当 まマ･あ 申し 込みく ださ い。

ヤ

いしはら かすなり
石 原 一 就 くん （4ヶ月）

か：かすなりくん

ず：すっと努力をし続け
な：何事にもチャレンジして
り：立派な人間になってね！

父・一貴さん、母・有希さん

(藤井)

ｉ 【 正 社 員 】給 与 ／ １６ ３, ０ ０ ０ ～ ２ １２, ０ ０ ０ 円 待 遇 ／ 賞 与･ 昇 給 あ り. 社 会 保 障 完 備,4 週8 休

り
セ ン ト ケ ア 山 梨 株 式 会 社

ａ ０ ５ ５
－

２ ４ ４

－

１ ０ １ ８

ｈ ｔｔ ｃ ： ／ ………｡･｡，･,･･。。･Ｗ ．ｓ ａ ｉ,-１１･ ｃ ａ,･ ｅ, ｃ ｃ ｍ ／ｒ ｅ ｃ ｒ ｕ ｉｔ ／

４

あ
ねかわかすなが

姉川 和 永くん（8ヶ月）

な ５

ず０ばい選手権があれば、きっと
上位入賞だね。いっぱい飲んで食

べてでっかくなれよ！

父・和徳さん、母・美由起さん

(下於曽)

心　 へ

Ｘ

◆ 甲 州 市 ◆
詳細は甲州 市ホームページを

対策を
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